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et IA OREO BACRET OD 
WET FS me oh 


MAME LAS 

PE SS PSI a A CPR Ute 6 RES BAAS UT & OPERA 
iL eUcae ko % 深層 に 位 し , 外見 上 新鮮 な る ぁ る も の な り め り 。 こ の 標本 の 著 し き 
特徴 は 筆 5~3 mm OK FE 75 FHA BOOS tt (CS Ohi, 一 
RAMA BS SRE, Mh UCZEO “RR は 石 基 と 全く 同質 な る 物 
質 に よめ て 形成 せら る ゝ も の な り 。 BARE UTR UTES A 
つ 堅 硬 な り 。 

元 來 ボー キ シッ ト が UK TOE OKABE AS Ik AIO BANC L, その 
成因 に 就 て は 種々 な る RMMOBAA 0 c Me, 概ね 地表 に 近 き 風化 過程 の 一 
HE RMS > 4O ML 潤 洲 朝鮮 の 付 土 買 岩 に は その 鮮明 の 程度 こそ 
異 れ , lar & PE Zs BRAS & BS 4 LEELA RUMOR AR AGRE 
HE), ROWMAAOBLRY OTIC Cate AAT Oo MULCTKEO 
Ol Sk SORE OR 6 BEF ES EDICBS 9 
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SRBL RA は 本 岩 の 外 観 を 示す も の に UT, Dd ARAOMS Be 
a4 0 の な 0 この 久本 に で 
か に 濃 き 黒 味 を 帯 ぶ る も , 場合 に より て は ZHOM FD 周 園 より も 淡色 を 
2, IBY t BOT NI ERICER OPA ¢ %O, MD & BBL FORK 
A Ope rpidy & UCHR 22 BT ED O 

BEC 22 BEF CBS tls CH 2 [a] AD, 上 記 の Je dope ct — le BABE 
tikbo BRUM 26S RA GH UCM eRUCUSOA) ¢ Bk 

ゝ 物 , 或 は 石 基 と 同質 物 に し て , JE ERLE ae BT OOS, 
la) CS 2S ep (LPH OLED & OO KS. MUTCZAN FORD DM 
aio aiieiian ine ee 
構造 に し て , 石 基 と 同様 な る 物質 より 成る 事 多 く , PIS OM BOA DEL 
磯 物 の 不 規 則 な AREAS CBS SZEDED 

IOAN < , Te, NE FA Cos BE OERIRO )IL—SLS Al EE ¢ Bl 
種 の も の た る BESCHSA 4,2 SOMA 就き て 検 す れ ば それ 等 の 間 

LP HOPK ARS & O22 認め 得 可 く , Zk A MRO UT REY PAIR 2 Ar 
する も の な る や を 思 は し むる も の な り 。 

特に 注意 す 可 き は , 今日 迄 に 知ら れ た る 本 邦 内 地 に 於 ける 殆 ん と 唯一 の 
SER Ale ¢ HS A S 北海 道 渡島 國 和 吉岡 の 4 ov Yo — ICES PK RE 
EL.) FRE ORURAMBEO (46S OMI. COMP RE 最近 八森 
KAR ORI AOMM ARBRE (筆者 の 所 調 下 部 線 色 凝 放 岩層 と , 上 
pik BER alt & 2HES & APES BRIS UES BRE L, To) BEI 
む trachyte tuff ) を 材料 と する も の に し て , LOMB AB 2 Bic 


1) 高橋 純一 , 吉岡 油 母 頁岩 に 件 ふ 面 火 閣 土 ARSE 9 AR HS 1 ~2 oe (昭和 年 , 
1~2 AD 
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DMS, Cerld aes 2TH A7eRUTHO KS 表面 を 示す も の な れ 
ども , k SPER MIKE C35 1 fil) ¢ OPW eR SILLS Le 

Ta MI OBER IE ATS SET TOW 2 BE PBR BAL Ca [el 
BAPE AA Y VICE BRIG 25 BRAT IY Che 11 OD HEB 2 PRA. L, It 
#1 Ofipati 72 wth dD FE MT Lk OM Os COMBPBILE Vel YES tute DiI 


第 一 @ 


A B 
Tei ANDRE EL AD Mg CX 2-9) if fa] YEA EL 45 @ Wea X 2.9.) 


fit ze aS RETO & OCH FH EOD, MIMI eo Hales 

め 肉 部 に 向 つ て ヵ オ リン 化 作用 を 受け , その 周 園 に は RUPEE SB 4 > 
AMS DME ATT 8, IRL EHC IS OS & KOM TO JES ET 
WENE2ATS B CTAPRA Oo HA URAL SM S56 Ms OIE 217 
する 燈 子 は 前 者 に 於 て 認め 難 き も, 小型 の MUG ATI} O Cit LacOvitsk 
構造 を 時 する HDB Ic & O CRIB Gir, PROMDRELE © 存在 を 認め 得 


可 し 。 


#424) wn aoe aa: 綿 56 


leaf RO) BERIT > hit Beas ¢, MH HK el 属す る 吉岡 
ek AeA € OFS, ALOU bECO MS HEL, 組成 上 の 潤 移 的 闘 係 が 成立 


する も の と すれ ば , TOMA TRAP ILIE CRED = BODE SS BEML 
療 の 研究 は ; HAT OK IOWESE Ly He 7 DAE Ze HHA LIF NY S BO ba 


ML ZERO ILRS 2K TCHS OH 6AL, EMEA HORSE CAS 


is IN BT RSAE A= et > BH Lae GS WL “re ad ZB 
2 [ti] B) が 一 種 の autoclastic breccia な る を 示す : ae PEI TERR 22 > BY 


SEO, 


邊 頁岩 同上 


PESMK iO (BA It 第 三 表 に 示す が 如く ,(F) AMEE TO A 2 
摘出 分 析 せ る も の に 係 は 9 め ,(G) は その 石 茶 の 組成 を 示す も の な り と す 。 
PRAT SEARLS LCI & BRP BE PERE ZO 

MODIK TAK & 2D EO) (LE ADROMNE At S lk, LS RE OAEIR & 
TERI S8EO LRA (, ARB CAB ROG BES 6 CR-—4 oY 

こも 同様 な る 例 あ りう), 基質 物 に あり て は チタ ン 多 し 。 ボー キシ ッ ト に 於 け 
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る チタ ン は 恐らく TiO, H,0 な ぁ る 形態 に 合 有 せら れ , 決 し て 結晶 を な す 
BELEBAS, HVNEORL A Ah ct MEMO 金 紅 石 の 存在 を 見 る 
事 あ る は また 注意 すず 可 ぎ き 一事 た る を 拓 は ざる も の な り 。 
RIBAS AY) ORB HES UE, MDI HO て は 54.55 
7o\ AAs ST BIBL, HANH 0 Tle 68.46 Wir ko, 其 差 4 HS ET, B 
THR (Al,O3 3H2O+Al,03H20) の 含量 は 之 に 反し, 結核 物 に あり 
て 43.02 76, 石 基 物 に 於 て 39.09 26 1218 0, その 差 大 約 4 2 に 上 る 。 要する 
に 結核 物 に 於 ける 寿 千 化 作 用 は 石 基 に 比 し て ABER RORRL, これ 
も ゃ 上記 の 観 祭 結 果 と 同様 な る 傾向 を 示す も の と 云 ふ を 得 可 し 。 
以上 に 依り て 夫々 の 地質 時 代 に 属す る 水 成 岩層 が その 産地 に より て 夫々 
の 特徴 を 示す BH 2S VEY 6. ATARI BILEO HBR ISS 
DIL Mim 7s D HE 2 OPED WBE O SARK OO HERR BN OPER 
設定 し 得る 々 に. 至る 可 し 。 以下 に 各 岩 石 の ' 特 徴 を 要約 し , HORLR BOM 
性 の 一 に 闘 じ その 要項 を 亭 く 可 し 。 a OR 
1-jigl] a. 7) 7RRSHRA ALLS OMB ICACEHAR AKO. ED 
EIR OT S (ih 6 TSB EM A) OARRE ER 6, FHKE O IS 
達せ ず 。 その 主 成 分 た る phyllite micacéc, chloriteue, kaolinique の 谷 
量 は 50 有 前 後に 上 9, 特 に 水性 雲母 (hydro-mica, sesicitic) に 富む 。 こ 
の 雲母 中 に は 明らか に 層 砕 物 と し て 堆積 せる も の ある も, 他 に 原 地 性 と 
思 は る ヽ ゝ も の あり 。 KBOMANERMMAVKILMD Ardois violette, 
JSEACKY 7-H > PORE AL— POMS 6, EOE LBOT, 
4 OE b, KE MROLMBA Sb, OBEORAIL PHOHDKO Hse 
に よる 可 く , 少く と る も 後天 的 原因 に よる も の に あら ざる が 如 し 。 
: 潤 泊 本 渓 湖 炭 質 頁 岩 は Get ARS ORE AI UT, ORR 


3. 


= 


on 


pe 


本 44C 6 D aR wR KS 線 58 


5y 22 WR (SSK US FERRIC UT, IRD TN EER LA & [alters S 1b 
MURVRT LOO SOMMAVKOESEM LRG ¢ Leverrierite よめ 
MA SDs HM <, UWACMULE 2 SAT ¥— 2 ALD Ampeblite (7774 bal O 
ALE UTHER 64s ILS SRER BO 

WN REX Ta) Ik IR TORE, & ARE IRONS Re 興 ふ る 頁 容 に 
UT, 大 約 94 BOA I~ 6% HROKALIE SL OMODM 38,8 
BEL UCL OKFELIN ZB S 76 B RHEUKG SE & OO, 多量 の Lever- 
rierite BRU SD » HM <, PMLA #— 1 hil D gores blancs, 
即ち Tonstein に 相 営 する も の な り 。 

WYRE Aa LER cS RAR UT, その ァ ル ヵ リ 含量 は 比較 的 閉 
量 に し て , MBO HS paragonitic mica を 含む も の な る 可 し 。 

TaD SS PSEA AO 任 土 頁岩 は Eg 55% の ヵ ぁ ォ リン と 40 用 以上 の 
BAGEL MED KO 成る も の な め り 。 そ の 著 し き 特 徴 は 擬 奏 構造 , 秀 短 構造 
AS OMNCAE L, WEIL OW FEIN A OBIS 6, 後者 は 微細 な 
Sebel & LCE VERITAS DE OBE SZ EDT 
これ 等 の HREM & BIL the OLB b, ROR RE 
hOBED 6, 24) - ERIC < RBI 6, BL BRIAIRBN IF 
(OTHE BO. MULT 前 者 に あり て は ARORBZE ¢, 後者 に 

て は チタ ン 多 し 。 KF VY FOV D O TARA OS LSA 
MOBS 4, COBBILRG AF 42>-UB< TiOoH.O と し て 存在 
し , MEER 示さ ヾ る も の な り 。 然 る に 一 般 に HRB pe 
AA © Fis Kai in OD FFE 22 go 1S DBD Oo 

ASMOR LAIST SERRE, DE MPKRBE IL, 4 OBSEOR JE 2 FE 
々 な れ ど も, 可 成 り 一 般 的 な る 通 性 に 局 す る も の ヽ ゝ 如く, それ 等 の 竹 子 と 
石 基 と の 組成 上 の 差 算 少く , 2 DIGIT & 0 BEAK © , BE CASE 
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に 移 過す る も の ・ ゝ 如く , 擬 磁 構造 と MK ¢ OM IC Ik & < OMPBAD 
存する を 認 む 。 

7. 錠 と 同様 な る 擬 奏 構造 は 新 三 紀 層 に 属す る 北海 道 渡島 國 和 吉岡 の ォ イ ル シ 
ェ ー ル に 件 ふ 禁 千 頁岩 に も 明らか に 認め 得 可 く , COMMA 要する に 
autoclastic に 属し , それ 等 が 次 第 に BEL S tu C 狩 に 結核 化す る に 至る 
終 過 や 示す も の な り 。 以上 の UI kO, 禁 圭 頁岩 の 生成 過程 は 路 推 測 

Lit SDM < 758, ZI UTIL 稿 を 改め て 報 ず る 所 ある 可 Lo 北海 
道 吉岡 の 覇 土 頁岩 は 最近 八木 氏 の 開 見 に 開 は る trachyte tuff (= phaesT 
る も の に し て , その 生成 時 代 の 新しき が 急 め , Z DAR OWI Rt 
朝鮮 蘭 洲 の 禁 土 頁岩 に 開 す る 諸 問 題 の 解決 上 , AD so DBE AD OO 
な る 可 Lo 


SRBRWUBRO=-IFILBK ( 基 一 
M+ 木 下 iF 城 


緒 言 
非常 時 來 の 部 に 應 じ て 國 内 各地 で 國 防 資源 調査 の 必要 が 高 唱 され た 。 
ッ ヶ ケル も 基 の 國 防 資源 の ーー つと し て , つ い 先 頃 ま で 磯 業 界 の 大 問題 の 如く 
PROC DS, どれ も これ も 所 調 線 香 花 火 に 終 つ て , 今 で は 多少 な り と も = フッ 
a we eae 
Di Oto BEAMMAWIORU S = 7 5 BCR UTIL, BG < RRO B 
BS~SWOTH OAL EN BAREZHRKEOT, 此 の 方 面 に HS る 資料 
e®hOEM RUT, MN= 7% ROME BULKY LD 参 へ か ら 微 カ 
% 4 Bas LOD MOMACBF ULRKB CHS. NZ O THO 
調査 に 多大 の 便宜 を 和 興 へ られ た 夏 梅 磯山 所 長坂 本 英 三 氏 並 に 同 磯山 職員 各 
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MIXERS So MACE LENO — MDa Id AAS he LF OF (= 
依 つ だ る の で ある 。e こ ・ に 明記 じじ で 謝意 を 表す 6 

tit £ 及 交 通 
Bit= vo DRE IE RRR KE ROURKE OM NCBBOT 


KEG A ABO i ob, 夏 梅 座 山 , FEO OL DUDRLUIR e& L CD 


So HO 5 bikt ERCO LIEW OME PRBS S SHMRIUC HO 
エエ, FEAE & し て 調査 探 確 さ れ た も の で あり の , Hic MB MGR RK SHRO- 
YARED 共同 事業 と UT, 昭和 九 年 に は DO TREO) = 9 & oie FE 

LTHSo IAM NIE A KE SHEATH LOA HO, ME Ek 僅か 
CAEN 2EBTEO BCH S Yo PADS SHES KILL ANRC S ¢ Uk 
J\EBEE & OPE TRIACS ON 6, BS OMERE OD Bie E 
} fall PFA 7s AYRE C HOT, MH ORIMAD is StED O Cre <, 一 日 四 回 
の 定期 自動 車 の 便 が あり め り , ARH PRAISEE KO MIE SBS, 
交通 は 比較 的 便利 で ある 。 

SHIR OB EW KS BPR, 人 口 四 百 を 有 し て , 除 近 村落 に 
於 ける 一 中 心 や な し て ゐる が , 日 用 の 物資 は その BAMIHIMS る 大 屋 
市 場 よ め 供 給 さ れる 。 大 屋 市 場 は 大 屋 村役場 の 所 在 地 で あつ て 戸 敷 三 百 , 
ADF IIE ULI OWA SRKORETH S50 LEMOKAM 
FRILL O KEM RBOM EMA PH DHA 0, RIC CORA ICCB, Sin 
等 の 部 落 が あつ て , MEA FORRES 2O-C, WNC S < BPS 
れ を 除 近 に 求む る に AMET RY, 住民 は 養老 及び 林業 を 主 と し , 農業 は 自 
家 洲 を 給 す る に 足ら ざる 程度 な る を 以 つ て , SAK, 閑 療 を 得 る に は 至便 で あ 
る が 食糧 品 出雲 其他 よめ り 移入 され て ゐる 。 

ih 形 
UG EH OD Pea 328 (= LG A PK OH AICI AEB D ete + OPES 
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> 
= 


ES る 沖積 年 野 を 作 つ て ゐる 。 


—, 


BRI 


& 


tes, COME OBST 
困難 を 


る 


感ずる 


は 不便 を 


~~ 


る か ら 確 山 に 於 ける 用水 


FF 


> 


KE 


KL 
RP 70 


— 


BO 
と も 出 


を 


2 
る 


Ow 


ie 


近 で て では Be 


ある 天 瀧 附 


— 


> 
ue 


f 


7B 
(LT 


こ 動 力 


\ 


BAZ 


aH 


( 


れ を 利用 せ 


1060 


3000 


2000 


lB] 


2, 
va 


SE HE LL MAP 


# 4810) a 7 Th th Th KS 統 62 


KE) OOZES ILE 5 te OPAC FEE UC, SHRUB APT BE GEE 
者 住宅 を 始め , BHONERAETOLICBSRENTOSD, 北岸 に は 十 に 反 し 
CH 2c LH DSH PE CHE し , MRE IPE DUA ES OS, ee OR 928 
LE RIES AMD RKN M7 } pila OUP BRM & UC ar し 
TOS, HOT, HOW HE し て 南 流 す る HBL TD CHD 
6, MDS 流水 少な き に も 拘ら すず , 山地 を 深く ATP し て る る の て, MARIE EE 
々 直立 する と さ へ BILD » BHR e 75 L, WEZEPRER SIPS BS LAE AY HUSH Ze 
HH UT HOSo SarvlSRA lL Arr b Wee LCA BPM eTRET 
SMP L BS 渓 水 沿岸 の 地 を 通行 せる た め , WKROPR Uk 道路 乱 ち 渓流 と 化 
する こと も 稀 て な い 。 丈 に 胡 梅 左 山 附近 は 地形 特に IES PULOT, HE 
水 に は 至 つ て 便利 で ある が な , 午 地 を 得る こと 難 き を 以 つ て , SRBORBED 

IC SFA HE ES ATED HS 5 

上 有 逃 の 如く , KE) NAGA is Deka i 6 ABRENC INAS B WEE Ze 7. T PRL 
の も の は , 一 つ に は 此 の 地方 に 於 ける SBE FATAL AED ERY BA ALS 8 
の で ある が , 一 つ に は RiIUMOH a 6 略 東西 の 軸 に 洛 つ て 艇 生 し た 地 

PARRY CT, WROTE LID と, LORIN UT BARE L 
DK BE OB IRD WAUABR IIb UTHER ITA SE OCTHS. RAILB 
HEMEL ASE ICI HOE FRANCS TS x, KEVIN WE RRILIE A, 
ど 一 直線 を な し て 東北 東 に 走り , 二 三 の 山 脚 の Ki tak A 切 面 を 以 つ て 
切断 され て 一 見 断層 岩 を 想 は し むる も の が ある 。 古 し て この 夏 梅 の 沖積 下 
RII? sah mse ‘OB UTINTAI RSD, 千 注 意 す れ ば BH 
WARDS HL DO AL AO 山腹 に 於 て , (RI ABBED & OTB 
0, BGC EROPT ALO a < Bard AHeIROBH ICE O, その 上 端 は 
再び 一 の 鞍部 を 作 つ て ゐる が , © OBIE 東 は 由良 か ら PSI DRS 
西 約 二 粧 に 下 つ て 追跡 する こと が 出来 る 。 面 し て この 款 部 ょ り 上 方 に 於 て 
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も 極め て 急 峰 な る 山側 を 示 UC OSD, 一 方 寺 道 開 疫 に ょ る 探 確 の 結果 に 
擦れ ば , 上 述 の 鞍部 や な す 除 近 に 於 て は 岩石 甚 し く 錯 雑 し て , KNOW AS 
RBE L, REAR RSC LS ORECE Oo MOTHS ORME OTHE, 大 
BNNs 62k HII = ROR TE k OM SBRHEL BBA GOSS 

COMVSHN KOT BY Sheed, AO a ye oy OBA 
Sm Guitle KOCH SAU C, BAAR ARO I Hh (EO PEIK BLL 附 
近 で は WHOM, GIROWAD BUDOTKMD, (HRVGRI BAS UT, 上 部 
で は 岩石 を 路 出 し て ingle OB ita, 今日 見 る が 如き 地形 の 大 勢 を 形 作 
つた も の と 府 明 され る 。 

MT < OMS GORE A KO WAR OM AB IS BB SH Be RIE LIES L 
の 大 な る ば か めで て なく, RCI CHM 45H O, BHO = y > rDBRO 
WOE & % Ho) CES TR AT SE OCHOT, WAKO 探究 上 重要 な る 
指針 と な る も の で ある 。 

地 BH 概略 

褒 地 方 を 構 生 し て ゐる 地質 は 中 生 層 , 第 三 紀 廊 更新 層 及 び 現 世 層 等 の 水 
Ma ¢. PAB 2a Che Uk kena, a, Wa, PM ak OY 
岩 等 の 火成岩 か ら 出 来 て ゐる 。 

mee 水 成 岩 中 分 布 の 最も 廣 大 な の は 中 生 層 で あつ て , 本 地方 の 基底 
tots DIC ABD ICR S BBE LTOS. EL UCHR EE OKO File 
WEE eA, SKIS UME RO 日 大 屋 村 由 良 の 南方 な ど で は 著 LR 
泥 石 化 作用 及び 理化 作用 を 蒙 つ て ゐる 。 又 大 屋 川 附近 で は 断層 の 影響 を ぅ 
(CHOBE L < SHRED 4 4, 走向 は 概して 東西 に 近く 北方 又は 南方 に 二 十 
鹿 乃 至 四 十 度 の 角度 を 以 つ て 傾斜 す る 。 

Ste 新生 層 は 筑 三 紀 居 , 更新 層 及 び 現 世 層 の 三 者 に 細 別 され る 。 この 
うち 第 三 紀 居 は 日 大 屋 村 机 見 部 落 の 東方 に 僅か に 店 出す る だ け で あつ て , 
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30 HA NORE ¢ BAO Alt k O 7 0 PAL RR ORERCE 2 FEES IMO, 
走向 南北 に し 東方 約 三 十 度 に 傾斜 する 。 叉 更新 層 は 日 大 屋 村 宮 垣 部 落 の 西 
teas RK A, 砂岩 等 の 園 謙 より な る 階段 堆積 居 を な し, BAT a BS, 
AY, 粘土 等 より な り め 大 屋 川 の 沿岸 に 狭 長 な る 沖積 下野 を 形 作 し て ゐる 。 


~~ パ 
NAT ISLS 
ハン ムリ マーク 

NN < 


ae 


AE FE ete 
oT 3 


CO ed) 


M 中 生 層 , t $8 = ace, d 更新 層 , 2 沖積 層 , Sm ee et CbBIR) 
Sb RE RAGE, P Bex, | 石英 粗 面 岩 , B 玄武 岩 
FE} HAE, 第 三 紀 居 , MTs ERE Lc 8 Ol ROBE Lae Cay 
SERRE S SIGS EU LOT, 未だ その WAR 決定 する に 足 2 化石 等 
散見 する に 至ら ない 。 $ 
deere 火成岩 中 最 も 主要 な も の は MEME CHOOT, KC 大 屋 川 以 北 の 
山地 を 構成 し て ぉ る 。 UPGRWRIRC URS LW 2 UC EF 
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に 機 す れ ば , BA ABA EB ¢ MEE LIL AMEIROWERCE & 0 700, 1B 
(AREER OF Re FP. SRS IL KI OACHEIC BED SBA CIE 
Ate L$ BEE 6 aT ie SL, 2 & PPIKO 4 owes Hes 
em O, 且つ 源 青 様 の HEED IBU, CORMOREHCH IL SAGE F に 於 て も 塊 
MD EO & aie 異 に し 往々 滑石 の 細 脈 に ょ よ つて 横 切 ら れ , MILA 

ど 滑 石 の み に ょ つて 構成 せら る ゝ も の すら ある 。 

ERO MRRIRRE RCE Ik 幅 五 百 米内 外 の 細 帯 を な し , 略 ぼ 大 屋 川 に BFF L 
CH PIER L, その 長 軸 に PIT UCHEAY 4 BROOK MAMAS Bo 

CDK MAWKO MSE CL BRT PS SAK 7 75 Fo RET, BLE 
BESO tale We 6. LAK, AICS 園 球 短 若く は DRUK 4S = 
> + Ue ES LAA ICA B= 7 > VTRRORME £ し て 最も 重要 な る 
の で ある 。 

BBS BBS hee AOA tC UT OK ER MEOW RECTED 
(EBS SEANTRMKOBRACHS. COAMIDHME 2 BT SAWNEOL 
Bit と , 白色 他 形 の 徐 長 石 と の 集合 より な り の , 角 了 内 石 に は 柱 面 に 著 し い 
BERD DH ©, SpA Mla HSA AS SIE PIO THOS BERK FP IK 検 
する に , 符 長 石 は 特種 の 双 上 曲 を 示す こと な く , 殆 ん ど 全部 高 陸 土 及び 費 長 石 
の 集合 と 化 LEOSRUT CWO CREO MIR IRD 650 RAD Alt 
RBBLSST 6 USANA L, 4 SIC OT RL eT UT 
bBo 

Be BACB b RRA Ic AMR 7h LE L ROBIE 8495 
ず 極 め て 長く 連 績 し , BHR AK OSTOSTA IK 現 は る ヽ ゝ も の ゝ 如き は ha— 
米 に 滴 た ぬ が 延長 は 九 十 米 以 上 に 達する 。 KRAODH LE 6 OUMARE 
2, 4 — BBG AME LU CHRO 2H 2 DS, 比較 的 新鮮 な も Old IE 
MECH >, KAENBS CHEAT 4 BOI EMOANAO Bits ees O 
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認 む る も の が ある 。 

題 微 針 下 で は 夏 梅 確 山塊 内 に 産 す る も の に あつ て は 主 と UTR Mise 
示す 妊 長 石 の 斑 品 と その 結晶 間隙 を 充 す PER AOS Kitinh &O 7S O , De 
曲 は 多く は 慕 し く 分 解 し て その 性 質 を 究め 難い 。 雌 く 分 解 し て ゐる の は 長 
石 だ け で て な さく, ATR & BEBE it UC, RIO 性 質 を 知り 難い が , そ 
OTE & OMB BIRNEY し も の ・ 様 で て ある 。 BIRD IIA Re 
APES Rie Aa OAs VL PR MK 22 75 F BEES OSSD (= GTK Ze 7S LCR 
BVT Bo 

に 反 UCKEM BEC 産 す る 一 部 の も の で は , PEK CRRA IL 極め 
て 新鮮 な 卓 短 の 結 品 を な し , A EDIE REIKO AVG I OL, AE & WHR 
BIL BA TC, ERe OL, BANA Zila CHS OO 2 tT Ss 
の が ある 。 然 か し な が ら , COMMAB Sil CS, MD & ween TH 
な る を 以 つ て , HIBO QL MSH AMC ed, 便宜 上 玲 岩 に 一 括 し て 
Bf Lite 

LROR Ald EX = 9 > BRS 近接 し て 産 し , Rc AMOS WAFS S 

IL OP RCH 7 eRe RST SOMSAMSHAS. HtVMApe 
LK = 7 > VDRO FFE HER S td, = 7 > VDE LILES DRED, RE 
eek We LEA MK 78 DCE PERO TS 

石英 粗 面 岩 FAM se tARN ARAL SO R—{O6e Xie B ie Cie 
TOOK) 一 に 蛇 紋 岩 を 費 ぬ く 岩 床 を な し て 産 し , 淡 族 窟 色 弧 窓 に し て 徹 
花 岩 則 構 造 あ 示す が 其 の 一 部 は 著 し き 東 化 作 用 を ぅ け て 其 し く 堅 硬 と な つ 
て ゐる 。 本 岩 中 に は MROBIS H 0, MK LSU SPA Lt & 
の ・ ゝ 様 だ が , = 7 > DES LR ICRELES 4 BROMIDE kK BR 
D¥Ao 

SRS Vet ABO MO WA CPA ROSS MRO TH 


線 67 me a 本 53(15) 


く aii ts OC LU, BR PALIC UC ALORS Zs 4 te ob, 時 に 建築 石材 
と し て 探 石 され る 。 是 れ を 検 鏡 す る に 明 喉 な 桑 片 双 旧 を 示す 柱 欺 の 許 長 石 
BROSIMOMBER OILS A BILEEARO BUG Zenied & し て 有 し 、 石 基 は 柱 
TOF ORBEA) ¢ SORKORE A, BORE 2 O RESO & 0 78 0 TAPE 
を 示 UT MBH a T PIBET DS o 

AALS OW BRBNORERKE OF S38, LABBYHAEOTS &, fa 
= 7 > BR ¢ BRIER 2 Bho DD LD MAET, BG < = 7 > VER 
BAR OVERS LOTHSEI¢ 

SERED = y 5 SBIR 

PELUS ERC HI OREM Ald = 9 7 ADRRORRE tC し て 特に 重要 な 
も の で ある が , © OMEHCA ICS b OUCH AT L,  OBBILIE KO TH 
HLTSHS A> LOR REMAP L< BME 62, MME BO 
PIB = 9 or DRO CARL, = 9 7 ADE BBL し て ゐる 。 St 
OD Fi OD SEGA lb BESO WEA GBH IBE LS SHIR SRS UC, TAC Ze FR 2 
ふも の に て る も, RICA ORM VEILS B ゝ に 過ぎ ず , CS 
を 任 な は ざる も の に 至 つ て は , 寧ろ 蛇 才 岩 の 稽 分 解せ る も の と HES B 2258 
mts Bo 

F< OMS = 7 > ATKOBIAILE & UTA 2 BRE 
CHS SD, KEM BAMA O SIMA BLE GSS CED 
ある 。 

MRAP OE LIKKeOC AO 露頭 と し て 最も 著 し きも の は 天満 日 
MI BS & 石英 粗 面 岩 の 東 洪 に 位 す る も の と , 西側 に 存する も の と の 雨 
者 で ある 。 こ の うぅ も 東 洪 の も の は 堅 硬 な 蛇 紋 岩 中 に 脈 駄 を な し 極め て 多量 
DRE POT ey ORIN HE し , RETNA A & 酸化 し て 極め 
て 大 規模 の “焼け ” を 形 作 つ て ゐる 。 LARMGEOLEO OS ROR 
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GREG 2 HLL ¢ eS CPO “焼け "で あぁ あつ て, AAG SB 
(lh a tr b SEICFAT 6 ALOUD 2RA THO So 

AE OME MOC COR 9 7 RAR Ze BR LARC kid, 前 者 
に あつ て は 0,56 % KHIK Tk 0-20% Dare re RAC HHO 


Py ODRIRRE RC PILZ > ORR Ot BU Ze BS 4 OT % 0.22~ 
0.23 4O=7F TC ON 
RULLORERO=7 7 vita tORTAIK PIL & SSN TH4. HK 

et POD FRE DIK LED OER, Tr EAD, DY aa SADE Oat LD 22 FE 
な ひび ひ , Re FH OE RB CET CO, 蛇 紋 岩 中 の も の に 比 す れ ば 濃 色 の 直 
頭 を 形作る が , 大 屋 村 櫻 谷 及び 大 杉谷 に 於 ける 申 頭 て は , それ ぞ ざれ 0-26% 
び 0.02 芝 の = ッ ヶ ケル を 含ん で て 塊 苦 蛇 統 岩 中 の 赴 頭 と ニ = ッ ヶ ァ 含 有 量 に 於 て 
は 大 差 な いこ と を 知 つ た 。 こ の 結果 , RATED & ts SEHK GRU B= 
ルル は, BOL RETEMIENS FART D4 OILIEG TO L ORO VIDS, RAGERFEO 
み を 取り 出し て = ッ ヶ タル の 分 析 を 行 つ た 結果 0.12%, 0.14490 & U 0.21% の 
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=IFNREUL LPM, BRORMI BU S=77 OWS E も 一 部 
分 は , REGU He OC te 明か に し た が , この WAL, 後に 詳 
逃す る が 如く , LAG kD 磁 硫 鐵 確 の 検 究 の HRD 5 SHED D OR 
る 慮 で ある 。 

PIER POR 破砕 基 蛇 紋 岩 中 に 腺 脱 する 路頭 は 殆 ん ど 硫 化物 を 
島 は ぬ の を 特徴 と する 。 従 つ て 羊 し き 焼 け を 作る こと な く 前 逃 の も の と は 
APR HAT BKC UTD Bo 

= FEO BHAA NT ZOO MBL, KEMMOAC HE MERE CHE 
言 す る が , PCOS LV LOMB BA ES LOCH OT 
大屋 川 の 河岸 に 最も 接近 し , SHADED O Sah k Oe) CAR AY 
Ht) の 北方 を 経て , 4g =e Ly ORCI O, BGC Subhas = 
EOCTHVOU HEFEDENTEBIE EO, SCH NABES So Biles lt 
ARARRERCA OED = #BEMDR IS KOT # ih され し も の に し て , SHOR 
に 於 て も 新 塊 及び 通 洞 陰 近 の も の [LNA USI SEO & Dik 0.17760) = 
ッ ヶ ケル を 含む に 過ぎ ず , — ERAS が 如き る も, 現時 探 掘 中 の = ッ ヶ ケル 
確 床 は 本 赴 頭 の 下 旗 に 位 す る も の で て ある 2。 

第 二 問 は 第 一 帯 の 北方 に 下行 する も の で あつ て , 本 塊 刻 頭 の 北方 の も の 
は 俗 に 水 の AREA RS され , AMR He ES BAO PIL BE L, MIA, RE 
OREBEE OS UL < Bak Sark LOT 0.18% Jb 0.254O= 77> VRAA 
する 。 そ の 東 の 延長 と も 見 る べき も の は YE ) 谷 の 西岸 に 路 は れ 此 , BC 

玲 岩 の 岩 有 賑 に 接し 0:27 FEO = 7 7 を 含み , 更 ら に その 連 績 は 由良 橋 
SRW BM (= 7 7 HATE 0-18 乃至 0-317) I< BRSDMS bs 72 EO WH 

a . 
Nee SENET TSEC BO ENR Zeb Cs 第 二 帯 の 北方 に あめ , 俗 
Oh LAPS SE OWKL HHET SM, これ と THES BU B= 7 
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A ASHE IE 0.21% に 過ぎ ぬ , HOW OER id 2 HORDE O FOE S BST 
OD PSHE = BEF CEE AR LU BRA Ze TE BD’, 僅か に 0.04 % O= 7 + we 
含む の みて で ある 。 こ れ ょ より め 束 方 で は 一 時 路頭 を 鉄 き , 之 れ を 追跡 する こと 
D MAG va Ds, LOW OSE L 思 は れる も の は ABH AROMA ASE に 
現 は れ , REBCA OME S Ss CCRC UD, 此 の 附近 ょ より 控 集 し た 三 つ 
の 試料 に つき 分 本 し た 結果 に ょ よれ ば , 5 % THAI 0.20 2 一 個 は 0.25 960) = 
Rlers I UTH So 

LORE RAG Id olde % Hh BARIC AA L, 地形 上 ょ よめ り 基 を 追跡 し 得る こと 
は 既に 地形 の 項 に 逃 べ た 通り で ある が , これ 等 の PRAT TE PRR The 
ば , 唱 大 屋 村 と 大 屋 村 と の 村 界 を 越え て 櫻 谷 附近 の 議 路 頭 に ! 連 な る が 如く 
で ある が , WEEP RAH AEC RS 6 tute BTA CHIE S > & OIE, 路 東 西 に 
IE 6 ALIKE RAK 7s. し て , FEA O REED eA, ALM SAV TOS 
DBD, ED=7F rn RAHIE 0.283% CHOOT, MSECBU ARORA 
GA= 7 > wgnhir 0.21 % 0-18 % SILI T AK UTHER OL Bm 
れ ぬ 。 

HENCE RO = Y 4 JL SB YRRE 

上 有 逃 の 如く , 所 調 ニ = ニッ ヶ タル 確 の 露頭 と 笑 す る も の に 含ま れる = ッ ヶ ケル の 
ILA IO TAO 3% OC, DAHMAN AEN OW CIT し た 結果 , F 
分 の 三 を 超え る も の は 僅か に 二 つ あ つた に 過ぎ な か つた 。 KL, 此 の 程度 
の = ッ ケ ル な ら ば , Praa PAU HRY 6 VRE AOMD CAEL aA SH, 
一 部 分 て は 路頭 に 於 ける よめ り も 却 つ て 多量 の = ッ ヶ ケル を 含ん で ゐる 。 Bd 
八 十 一 個 の 蛇 紋 岩 に つい て 調べ た BIL EA £,405 b= MOM EEE 
て で て は, BP EOD = 7 Fr eRUIISS OC, REI FES DERE BCE ch 
の 路頭 より EBD IME DS, 残り et MODE ARRERE CRAB 0.2398 
の = ッ ヶ ケル を 含有 し て , 調 は の ⑦ る 官 頭 に 於 ける =I FA OPWSHERKA 
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0.19 % 44 EMOTH 6 IO = BBD S LOHUCE TAIRA 

TSC OV DR ARREARS 44 (BSC BA VOD Jr DST ah AN 75 OD US WEL rE LS RRSIGFERRL AIRE Ze 
む た め と 思 は れる が な , WARMER EC DSR A ELE O HCW 2 ERIE tev o 
1 LCHEARHI 5 tuts = 7 & AMR 5 bie & BEBE As B A OFT HLO TRY 
の 路頭 が 過 の 路頭 より 碁 し く Baa, 共に ニッ ヶ ル の 痕跡 を 含む に 過ぎ な 
いこ と は 特に 注意 に 値する 。 

SAULT OF EO) = 97 > PRA DALE = 9 & ve aed tale tt = 7 > 
fe ERG LT At HD, 路頭 附近 で は BRAM O ALAR = v7 a nv ( 
化 L, 天水 に 次 解消 失 さ る サ ゝ た め と は 解せ られ る が , a7 > VRAD MK 
HOS KO % MOTH PIS A CHMLO BE b 75 MIND ASD = E14, 1H 
の PAYA T BIB LS HH O7LSZBCHOT, WASH L OGRA TC AWE 
OFFA ILEESMO A § MIMI OIO=7 7 re REDWEARIBKROG 
BES (= —C LISP OD 7S (IE Ls DRO ASRS CRUEL O85 L4H) CRED TL 
た 際 も 路 同 様 の 結果 が 得 られ て の ゐる 。 

然 か る に 更 ら に 下部 の 蛇 攻 岩 まで て 握 下 つた 場合 に は , ニッ ケル の 含有 有 草 
は 必ず し ゃ 高く なく, BABAR PRA JL 2 MECC IL FPO) 四 程 度 
Da IFN BRIS V0 Wii O = 7 Fv RATA lA — REO BaP 

で て も 局所 局所 で 可 な め り の AGED d SD, WHI MR SH TAB CUE 比較 的 低 
く , 大 般 と の 憶 に 近く 凍土 壌 鯨 を な さす 部 分 に 於 て 最も 高く , 豆 ら に 下部 の 大 
舟 あ な す 蛇 紋 岩 中 で は = ッ ヶ ケル 含有 量 の 稽 低 下す る の が 一 般 で あつ て , 特 
(= fit (CUE SLR ACH e PRIS OS 場合 に は , MEMO MUGEN INO ts 
KLE LT AVE 567 FADBREON BLOM SS LD Moker 


る (未完 )。 
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fi FR WE=ALRONBI(C RMT 
ale) ge tees 


I 序 


Dil 


BEN AIL ed & O I> HOMME AO, mE EREOD 御 指 命 の 下 
に , INE BOW ASC BD OEE Ze 15 OF: Oo OBRMUBEIEH & BEBE 
HEE OBE H SAF MRNAS C, =SVE RKO BEBE Binh 22 & BPR 
集 す る を 得 た 9 (第 一 園 )。 


til POI PERE Ho = fa Mi 
(4844 29 2/3) 


SE REO) = fe tits (KS CLES 1878 年 頃 Wien に 於 て 成 / 


= 


8) 


UAL wine C 


#73 il Re os. a ee 


9 


れ た る 所 な 5. o WEE HM LERRS IES HEL a Diotitic phlogopite (775 — [ki] Ze HF 


BRAS 6 2s HHA microscopic triangular form 7 Urform と し て Heys 


る も の な る や を 提唱 せら れ た り 。 余 の 控 集 物 中 に 多 敷 の 三角 形 雲 評 の 存在 す 
ま 家 津 教授 の 所 論 に 一 人 資料 を 加 へ た め り と 言 ふ を 得 べ し 。 
第 = a 


FENG PELE BE D = PHN 45 fe 
GaniienesEie xO ) 


周知 の 如く , VERE It HHL D hia CT 7s SIMA, HAIL SO ic HHT D 
方 向 を 決定 する に 苦 む 。 PEOT F OAT 1 19 O RASA 2 FD (LT Wo 
IODA (wee Laue HeWiZe 川 ふ れ は 容 攻 に ARN 2 DME L, FEO 

て 光 軸 面 を 知り 得 べ きる 2 EE bs FEI 6 2v7= 9 0 Wc Laue Beis 7% 7 
DAZ CHOY DUBIL, MERE SO HIG ANC (3) % ESE BUH 


1) Tschermak, G: Lehrbuch der Mineralogie. 
” :Z X 2, 14~50, 1878. 

2) TE, TEASSCZE ATMA 1, 153161, WA Til 4 Ae 
ME, ADR DRA: 10, ユー7, 昭和 8 年 
K6zu, S, and Yoshiki, B, : Proc, I, A. 9, 265~268, 1933. 
Kozu, S, and Tsurumi, S, : Proc. I, A. 9, 269~272, 1933, 
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, AU HER BE ORB ALOWISES 5 tuts BRA O 6 


と は 
の HS 8, HEARD ACUI Aid Ik SEE BAER 22 


Wt FOR EE = 10 fini 
SORE SOATEST, HIG B we LAGI S vit SSwBMT, X 線 
he yp SS. 7P fF eI Dic 


7e NC 2 OBE 


lil 


第 


B’ 


CLO Laue ‘i 
Tl & 5 


C1) HI PEAR HLL CABS tuts & 8, MRE ee 
FEO ¢ BETS Ein) NABIG ATI RSPR O, & kb PE APH) 10 a 


iis 75 i : 完 Th xt 本 61@3) 


の 大 新 里 Mies 6 SFT DIC COMIREDEAS 9 AHEUIATE MEA OBR 
4 (= BEE Ee BLN te ORE CA BER PAY 4 DEUS UT, 他 に 
GEA, © F Ui -ESIER A, TF ABE, 電気 石 等 を 産 す 。 
MYER LC O=fA BS Bhs B= CH 4 LI RO OI の 三種 に 分 
類 さ れ た り め 。 TIBI S tLOKeRsZ 6,0 RO UW は 比較 的 稀 な り 。 
1 は 二 つ の 路 々 正三 角形 を BT AKAM, SOORMRO 一 つの FIER 
面 ( 々 o の より な る も の ,L は 許 面 , 鈴 面 及び ーー つの 正 軸 卓 面 (100) より な る 
も の , Ul は 旗 面 , 氏 面 及び 一 つの 征 正 軸 底 面 (%&o の ょ よめ りな る も の の 如 し 。 
(2) Laue BR lites oHidae INO, Shwe FA UC -BOR 3 691.5 
PHO = FAIA 22 O72 00 COB R OFEM ICR AO TH 2 ft 
け , 面 の 混同 を 防ぎ , URI CORRE WILY O, CORMACK 
Coolidge 管 よ り 胡 する X MRR L, 正 通 の 方 法 に 依り て Laue Bi 
を 撮り た め り 。 CMC XPERIA WEL O BET S REC UT, 細 
BeBe LOTCHRLE LEV, LOBAL BERT SIC BARON 
OWE Ze RELA O CBOE). Bb BB’ の 方 向 に b 軸 , A A^ の 方 向 に ぇ 
軸 が 存在 す 。 c 軸 の 方 向 は 角 B (ANC) の 値 と 密接 な る 開 係 に あめ 。 
(3) 8 @ fl Dana it B Obit LT, 
8=89° 54’ (Muscovite) 
B=90° 0” (Biotite) 
PHA H 4, Ds SACHS SICABAREOWMD EO. Mauguin は x 
線 分 折 に 依り て , 
B=81° 54’ (Muscovite) 
= 79.5° (Phlogopite) 


1) Dana, E. S.: The System of Mineralogy. 
2) Mauguin, Ch.: Bull. Soc. Fran, Miner, 51, 285~332, 1928. «: 
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és) 


Hits 


A 
AA 


UT Muscovite の 結 


Be 


参 


1) 


b Pauling は Mauguin の 結果 


を 推定 し , 


= 


を 得 7 


/ NT 


i sd i) 


/ 


4 


Rd 


| 
ge) 
p31 
es ig -0S—o8 
[ozr : 
loi; 
loan 
Be 


BBO Lave seek RUS CHES SMR cE O HSB RE ST 
CoRR HEB OS i HL PE] 


1) Pauling, L.: Proc, Nat. Acad, Sci. 16, 123~129, 1930, 
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| B= 84° (Muscovite) : 
な る 値 を 得 た り 。 L Jackson 及び West は 
B=84° 30/ (Muscovite) 

な る 更に 精細 な る 結果 に 到達 せめ 。 

Jackson 及び West の この 値 は 雲母 の 結晶 構造 に 開 し 最も 精細 な る 値 に 
(UT, ZEB Pauling の 結果 も 赤 殆 ん どこ の 値 に 一 致す る こ 
と ょ り の , 雲母 の 角 8 OP 85° HOt BUS Lo 

Z EOF B の 値 を 85° L OT < 軸 の 方 向 を 決定 し , 77 = > BET 
TARO Whee lt Lic SS 結果 は 第 五 園 に し て , SHRO BK DRC 


は せり 0。 
Dn Oo MH WARIS IU O APE A LAK KO TRS 
2) 
得 。 
d = 2 TR ee Sera ie De ee | (1) 
BND FL\2 Qa 
"eis Soren aes 
sin2 8 + 


Ses lo hy k, tf (tae 
ac: Hh OS 


bo: IAF OB 


q Meee deingie tins ests cv tan ese ees od (2) 
な る を 以 て て, A) (2) £9 
rs “a 2 Do Sinfeceess (3) 
Co 2s", 
sin? 8 


1) Jackson, W. W. and West, J.: Z, X. 76, 211 ~227, 1931. 
2) von Wolff, F,: Einfihrung in die Kristallstrukturlehre. 
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を 得 。 詩 笑 の 位置 に ある Laue BRO 7 © > RK O TR ¢ prs OF 
PHO,ZEO (3B) 式 に 依り て DA の 値 を 求め た る 結果 は 第 一 表 な り 。 


第 = R 


hkl sin® nA hkl sin) nd 


021 0-211 | 1-906 175 0-274 | .0-666 
03 0-141 | 0-859 193 0-154 | 0.309 
032 0-281 1-659 195 0-245 | 0-482 
101 0-316 | 3-297 195 0-218 | 0-426 
101 0-181 | 1-803 201 0-202 1-066 
iota 0-281 | 2-552 202 0-301 | 1-451 
Til 0-141 | 1-237 512 0-307 | 1-541 
122 0-274 1-771 513 0-284 1-416 
131 0-159 | 0-844 231 0-149 | 0-600 

32 0-278 | 1-430 301 0-163 | 0-575 
132 0-211 | 1-075 311 0-159 | 0-550 
133 0-325 1-588 313 0-316 1-080 
142 0-226 | 0-944 331 0-141 | 0-431 
153 0-259 | 0-883 353 0-230 | 0-583 
153 0-218 0-732 373 0-193 0-408 
165 0-316 | 0-873 395 0-168 | 0-288 
173 0-193 | 0-490 533 0-214 | 0-427 


Laue SERltHe CHEN S X 線 の 異 る 波長 に 依り て 生じ た る も の な り 。 
従 つ て DA の 値 と し て 最小 波長 より 小 な る 値 は 存在 し 得 ず 。 この DA を 見 
る に 弧 て 最小 波長 0.24 A よめ 大 な り 。 履 に 此 等 の MRO pli 6 
S44O0K3 SEL OFT Oi, 

GH B Z2kO Lave PAINTS MMOD MI KOML. BD 
ちる 2a 軸 は AA CBT UT ATA OAMHIELT, D Mit BB cp 
に し て PB の 方 向 を 正 よ と す 。 < Hid AA を 含み 紙面 に 垂直 な る 面 内 に 
HOT,AA & 85° ETH HHEO bic skO.) PEELS 
(第 四 園 )。 : 

C OTHE O AKRB Ze Z (= A ee 
即ち a 軸 は 底面 の な すず 三角形 の (Lae, bm Zt TY» a 軸 と 
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chee U MAAR % な る を 以 て , =O OIL AAC BFS IC OL 
T, LEOWMMIE C OMI 1K OT 二 等 分 せら る 。 
Wl LBP 第 kK 8 
BE (= EB ARO HO FP (OLB 
WAS HEH Oe FEB] Ze VRE 25 B TERE Ze Bh 
OTHHEO. その 結果 は 第 二 表 エエ に 
示す が 如 し 。 こ の 分 折 結 果 よ め り 求 め た 
SF Field fal LZ UT, Si を 300 b 
と せる 時 の 各 原 子 の 比 は 同 表 IV %& O \\ 
Ti toe Bp, X F it OW 中 tl ae 
に 算入 し て 分 子 式 を 求む る に 次 の 如 し | 
(OH ies (K, Na)iye (Mg, Fe™)ooe Symmetry plane 
(AI, Fe’) so Alsoo Sisoo Ogee enon tee cee eect cece ease oer (1) 
Ze penfield の 分 折 せ る Rossie fE4 ESA OMR CHIH) £ ORH 
た FER 
(OF )oi5 CK, Na)ios (Mg, Fe )291 CAL, Fe") 19C Aloo Sizoo O00o - + +2) 
と 比較 する に 極め て 良く 一 致す る も の と 言 ひ 得 べ し 。 
(1) 式 に 於 て Si を 置換 せる (Al+Fe") の 残 験 を (Mg 填 Fe") に 加 ふ る 
時 は 次 式 を 得 。 | 
(OH). (K, Na) (Mg, Fe)3 (Al, Si)4 Oro Se ORI OOO OGIO FOO. O00 (8) , 
BP Pauling の 理論 式 に 一 致す 。 
信 (1) 式 よめ 分 子 量 を 算出 する に M=445.98 を 得 。 Mauguin は マダ が 
スカ ー ル の Ambotoabo 産 金 雲 母 よ 0, PIMAFO RL UT 次 の 値 を 得 


1) PERDUE, 鈴 見 志津 夫 , : DRT 5, 155~166, 昭和 6 年 
PAE + 造 岩 斑 物 論 。 岩波 講座 . 
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第 = Ea 
I II Ilr IV 

SiIOg <-|40 x40S1 40-63 672 Si 300 
Als On 15-51 13-04 152 Al 136 
Fe,03 1-08 1-12 7 Fe" 6 
FeO 1-48 7.62 21 Fe 9 
MgO 25-58 21-47 640 Mg 286 
CaO 0:06 es 1 Ca 0.4 
NasO 1-54 0-57 25 Na 22 
KIO 9.52 10-14 101 K 90 
H,O+ 3-35 2-47 186 OH 166 
H,0- 0-69 eseess 

TiO. 0-50 1-16 6 Ti 3 
P205 TOR We 

F 1-27 4-00 67 F 30 
MnO U0:03 es 

Ba i) Veece- 0-04 

Totol 100-94 102-26 O 1072 
poe aaa 0-53 

100-41 


I Weight percentage of phlogopite from Daishinri. S, Tsurumi anal. 
Il Weight percentage of phlogopite from Rossie, Penfield anal. 

III Molecular proportion of I. 

IV Atomic ratio, when Si=300, 


7% 
doon = 10-08 x2 A d=0.325A b=9.21 A c=10.24x2 A 
(a;c)=100:2° 
比重 を p=2.950 と し て 早 位 格子 中 に 存在 する 分 子 敷 計算 する に 次 の 


IM Lo 
Vxo 


NS 
N= EG = 3.9824 


BD BUI FAS CD) 式 に 相 党 する も の 四 分 子 存在 する を 知る 。 従 つて で 
COMERS Rossie 産 金 雲 母 と 同様 に 化 尋 分 析 の 結果 と X MAO ee 
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と 良く 一 致す る も の と 言 ひ 得 べ し 。 

終り に 臨み 終始 御 懇 穫 な る 御 指導 賜り, 叉 貴重 な る 分 折 結 果 を PU BL 
下さ れ た る 吉 津 教授 に 護 み て 深く 感謝 の 意 を 表す 。 叉 種々 御 教 示 下 され た 
る 高根 助教 授 に 深謝 の 意 を 表す 。 
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HE a AE AB SB 


37. rife : eB LRA 
38. 須藤 俊男 : MORO REX ATA 
39. 木村 JE: WARROCK 
40. Fria : WHR A 


37. 片山 信夫 : 威 鏡 北 道上 南 渓 産 電気 石 

CBAC NARS HL HS BU] LPRO + 74 91 + ROW CICA 
% Cleuchtenbergite) の 路頭 が あめ, その 上 盤 に 滑石 (talc) が ある 。 LOW 
石 は 銀 和 白色 で て 著 UV REE 2 BLE 2mm PiROMA KAA CH S06 そ 
の 窓 な 集合 骸 の 中 に た また ま 電 気 石 の 美 曲 が 見 出さ れる 。 

この 電気 石 は 長 さ 2cm, ER mm (HHT 5 HH BOR KA C RIC 
色 の も の も HS, LUE し ば 一 端 は 微 青 色 の も の が 
Asda Vk Ha IK BES So 

UWA OER O ats I 7 8 TC lial Do 

r (1011), a (1120), m (1010) 

端面 を 示す こと は 稀 で ある 。 何れ も a を 主 と す る 
六角 桂 短 の 結 醒 て ,m は 極め て 細い の が 常 で ある 。 
測定 の 結果 を 次 表 に 示す 。 LBREERA 


4 68030) a AT BK S ah 82 


it | 7 oe 4S | ae ee ni 
re RUE Res don p os ae 
r (1011) ZT? Se" | 89° 48 | 27° 20’ | 90° 00 3 
a (1120) 90° 177 | 60° 05’ | 90° 00’ | 60° 00 6 
m(1010) | 90° 22’°| 90° 06’ » 90° 00’ 2 


x Goldschmidt の Winkeltabellen に よる 
※※ 測定 た 用 ひ た 面 の 敷 


この BRABOASY b Bie BOTAS &,Mg 及び Al OH US 
い 線 を 興 へ AOR IE)o BL ORR BILE LER TC Sx bk PHS 
WHC ILAASTS 6 t 8 MERI CH UE IRD DT LIK MARZO DS, HH 
色 の 濃い も の で は や サ ゝ それ が 認め られ る 。 HMI ESTE & NORE 
CHER ME UT KOE eT CT BHO も の )。 
wp = 1.639 
ep = 1.618 


c OAS IAEA Se OAD & CBRE CRAP OD “ALAR BY ME © GE tT 
RB” の 一 部 を な する も の で ある 。 TC AKMREKCW LIUAEERLEV, 叉 現場 踏査 の 際 
Rix Oi & BS DERE, PES RICE ( RBIS S 


38. ARES : SOR REKATE 
EUR OK IS Ik 瀬戸 内 海 に ある WAHO BD SOMO, HL UCM 
め ら れ て ゐる ぷ が, HAHO— BAM Io DBR ABI, ZA BDA 
され, 東北 雨 海岸 及び BOIL DHMORBDE 5. HIRHOZ RIE 
幅 10 m fir CHR BRE, BATA, BEA WEEE DI, BERG RD D BUR dH 
る も の は 多く こ ゝ か ら 出 る 。 ARMO GBH AM % 採掘 し た 所 で , 此 
PILI & BCE & DEO BAAR TE ae LT ABE LC } 4 ODA 
MAL 6S. BICC OBMOMIC, ERA LB UNEO he, BNA 
LB URMEO NE, ROGMRACEU REONDB=y >RHSTI LOM 
JE, BIE & 0, HME KEE C OME RC LT BRR RRR So 昨夏 こ 
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hn SOBM HME LI = OMAD 5 B~ a ye KCBS 4 

SAT RISK OBI & O PRE Lies ABR: 
ROHR C, A OSLTIRG ob It, EE 
RIARIRA LHC OSS. 結晶 面 を 有する も の 
は 笑 で , 一 個 見 出し た 結 曲 より , 次 の 諸 面 が 認め ら 
RB). Kis 1x2mm で ある 。 

c C001), p (111), m (110), a (100) 
m Ek <p は 細い 。 結 品 の 一 部 破壊 し た た 


め 結 唱 形 の 全部 を 測 角 出 来 な か つた 。 Cm) —- BE = 78 
x Wtf at iff 
2 oO: Cries Ee gnu: 
001 0° 077 Sade DO cease 


TA 86 49 45 07 37 138 45° 00/ 
100 90 07 89 53 90 00 90 00 
010 | *90 00 |* 0 00 90 00 0 00 
110 90 24 | 1385 52 90 00 | 135 00 


1) wikia Dana に 依る 。 
蘭 朋 で は 複 屈折 低く 観察 せら れ , HAO 結晶 で 共に 小さ い 割 目 多く 基 
中 を 間断 無く 方 解 石 が 蔽 し て ゐる 。 
39. AH EE: WRRCZREREA 

FLEE CASO IBID 完全 な る の 極め て HCH SDs 岡本 要 八 
郎 民 が 辻 雪 室 へ 寄せ られ た も の に 見 事 な 結晶 が ある 。 LSLt 1cm ti, 
#8385 @ IBGE LEB (100) (PERRIN CB 認め られ た 面 は 
炊 の 通り で ある ( 園 )。 


— 


1) ORI DBE ICD us THE ROKMADS Bo 
4S te, : On Mangan-Titan-Pyroxene from Shisaka-jima, Proc, 3rd 
Pan-Pacific Congress, Tokyo, 1926, p. 803. . ' 


2) DARD HIRAI 
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a (100), b(010), m (110), « (211), o (121) 
彫 に 示 し て ある 如く これ 等 の 面 の 中 &,k が 大 きく 義和 達し ,m, o は 小さ い 。 
Goldschmidt の 複 園 測 角 器 に ょ る 定 測 値 は 次 の 如く で ある CREB . 


if cy 測 {if at & {i 
ay ds ame, et g p g 
a (100) 90° 12/ 90° 23/ 90° 0” | 90° 0 
a’ (100) 89 59 | —88 16 » --90 00 
b’ (010) |※90 00 180 00 » 130 00 
m/ (110) 90 17 128 34 » —129 33 
K (211) 66 23 67 48 66° 18’ 67 39 
k "(C211) 66 36 112 21 » 112 21 
of” C131) 63 41 148 50 63° 46 | 148 36 


= OMe Goldschmidt (= k Aiih4s 
a:b:c=0.8255 : 1: 0.8664 a 
を 用 ひ て 公式 に よめ 計算 し た の で ある 。 
IS © Ofdidn hss BE Ue & UCR RRB 


AWS m LAE ICEEE LT 0 Bo a alls 
EO (Kl OEE Ba SABES Ze FEE S dc Te Hid AN EG AC BR 
じたい be 
る 女 坂 産 鐵 重 石 


40. 片山 信夫 : URETAREREA 

TL BRAN CAF UMAR CARED RIES lem ROR RE 
2A 7s HARMED D So EAS 石英 塊 中 に 産 し, MIARO TOS, IO 
% OUP (cats 4H ¢ ASL BBE ULIRBAOMACHO TABI 
ZS OBA L MB LTOS. 

認め られ た 結晶 面 は 次 の 通り で ある (第 一 園 )。 

p (111, 111. 111, 111,), e (101), k (515) 
BY C101] dha OA DICE LS BELTOAZOCHS CH= Be 


#8 85 BT 


投影 参照 )。 

乙女 上 坂 産 旅 重石 の 完全 な 結 品 は 第 二 園 に 示し た 如く p を 主 と し 細 い e 
を 促 ふ も の で あつ て , H-O 4 の は BF SILT OAM BRL LO 
に 過ぎ な ぬ 5。 


3 
# 
4 
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jil i 

測 角 に 際 し て は (101 ] (BA UC 帯 基準 調整 を 行 つ た 。 そ の 際 , SMO 
BABRORADL 2 CiRCA £ SF る 時 は 次 に 示す 様 な 結果 を 得 る 。 反 
SIC RIL ER O BIE T7500 

AUBREY Ct BY PPE eS Db, RPTL 8 & OED IE HS, HE 
PEL—BIECHAS. L—MeRVYT 111 AET G eIEOT AS LX 
t£ [110 IBN % 111 S$hAwhIOAET CHOOT, ¢ 軸 は それ に 直角 な 方 向 に 於 て 敷 
十 度 傾い て ゐる こと が だ が 和 制 る 。 (計算 値 65°177, 第 三 賠 参照 ) 

SGT BE TS IRB AIL CHOOT ES OE FBLA CRE 
LURE EDR OBHEST 5. LDsE OMB IBA ERDY Cit 
ANC UCB & ¢ tithihRWAORE CHS © EDN So PA ATIRO MH 


_D AAR EEK RAR 


4 72034) 2 hn WK $4, 86 


DEBACLE » HANOK FS 7% 
の も ゃ も あり; その 場合 に は 中 位 の 
PIR ea ST o BPTI 15 よ 
DED ITI o 
CDi ODA CAS St 
水 を 出 UC FREES So PATEK 
RSGER CLE L AY PAF v 
の 重複 し た 反 應 と 思 は れる も の 
が 認め られ , HD IME IL MEV > 0 
UE OBE IrKO LOR 
Fk eee SI ungstite WOs. 


H,0) て "ある こと を 知る 。 そ し 


CREA A FISH BHC HS 
COBBReS 6 SUBIR 


面 角 UW iff at & 値 ※ 
1O1AML | 39° 54’ 39° 58’ 
ON 40° 08’ » 
| » Tit | 140¢ 55’ | 140° 027 
| » Jil | 140° 46 » 
» BIS 8° 31’ 9° 31’ 
※ Dana に 依る 。 
第 = 


ig ¢ DURE eR UTODSD TCHS. 


1) Dana その 他 に は Tungstite 
OME te SBD HA 


Dts ye WOs と UCHR UCH SR, 
無い 。 HO CHK KO 存在 が 認め ちら れる や う で 


bdo ii し て 唯一 の 信用 すべ き 分 析 は T.-L. Walker に 依り (Am. Journ. 
Sci., 25, 305~8. 1908) British Columbia Salmo 産 の も の に 就 い て 行 は れ た 
が その 結果 は WOs・ 耳 20 で あつ た 。 REOW BYMACMu cat ES, 
Larsen の 報告 が あ る 。 (The Microscopic Determination of the onopagas 
Minerals, p, 147. 1921), 

fat “Meymacite” と 名 付け て WOg - 2HeO な る 化 九 成分 の る の が 報 侍 
され て ゐる が , そ の 分 析 閣 果 を 見 る た に WO3・2 耳 20 £3 SHTML 
いし , 且 人 工 の WO3-2H20 は 不安 定 で 放置 する 時 は WOs・H20( 乏 は 

常に 安定 うた 移 化 する こと と ょ り 考 へ れ ば “ Meymacite” は 抹殺 さる さき で 
あら う o 

FEO C MA HEC Tungstite) o Bye & し て は WO3-H2O &, ORSAY 
性 質 と し て は Larsen の data を 探 用 すべ き で あ Bo 
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4072, 結晶 の 成長 に 開 す る 研究 
TEE 5 

水深 液 ょ り 結晶 が 成長 する 際 に 。, 坪 液 
中 に 存する 微量 の 陽 イ オン が , 成長 する 
Hi ih DB WYRE, HE» 或 は 形態 に 及ぼ す 影 
CHC MK VY > 取扱 ひし 協和 類 は 活化 
カリ ウム , 硫 酸 カ リウ ム , 砂 酸 カ リウ ム 及 
USNS VD WIC LT, FARR IK 
BE LIEV 9 RRO HE (thin S TNR 
HTD 水深 液 に , 験 すべ き BA a vow 
FACE HD) を 一 定 割 合 に 加 へ , 小 時 
計 皿 の 上 に て 静か に 加熱 , 濃縮 し, FY 
液 を baat bic WU, RABE IK 
AUC, 前 方 ょ より -PhEMe CL YU CE 
風 し, SICH Rt し め , HORII 
他 を 験 し た リ り 。 基 の 結果 活化 カリ ウム に 
媒 品 作用 を 時 し た る も の は , TI”, Sn", 
Pb" Ru Bie UT PLR LAR LS 硫酸 
yYY 2» ICH TI Cu,”, Mg”, Cd", Sn”, 
VO",Bi™', Mn”, Fe, Co”, U0 2” aH TE 
FES L, Al”, Fe™, Ce“, Ti 
CRORE LIT EY 5 WIRD YY 2 
ICM L-cit Pb", Th’, Biv” o = FEM, 
作用 を 時 し Pb" は 其 の 作用 最も 強し 。 協 
素 酸 カリ ウム に は 一 の 媒 品 イオ ン る も 無し 
CHAIR, 14, 499~506, 1935 う て 〔 竹 内 〕 


4073,: 硫 物 の 比重 測定 に 用 ふる “Micro- 
Syromy= 


山本 


pycnometric method.” 
tnikov, F. V. 
a 


春物 の 決定 に 用 ひら る ょ 方法 の 最近 の 
傾向 は , 基 の 研究 の 際 に 最小 の BE & 
使用 RE な と する E08 

太 物 の 小 破片 の 比重 を 決定 せん と する 
に は 比重 異 る 二 液 を 混合 し て 太 物 と 同じ 
比重 に た する 方 法 ち り 。 尺 Jolly 叉 は tor- 
sion balance を 用 ひ ,Hydrostatic. method 
CL UWES SHES V, MAIS HB 
% ORG TB EDEN ICHS CREM DS Vo 然るに 
Spencer に よれ ば 比重 2.75 Mk OPE PIs 
最も ゃ 多く 従っ つて 比重 の 測定 は 正確 を 必要 
と する 場合 多 し 。 等 者 の 考案 せ し Micro- 
pycnometric method (x H3ii © AA FE IC AM 
工 し て 約 0-07 cc の 溶液 を 入る ヽ pycno- 
meter を 作り た る も の に し て , 0.04gr~ 
0.1gr の 確 物 を 使用 し 土 0.01~0.005 2% 
差 の 趣 園 内 の 結果 を 得 た り 。 (Am, Min, 
20, 364~370, 1935) CAFS) 

9074, ROME? hi ZeRROBR 
Watson, J, A. 5 

DED D WATER Be NB ICR LC 58 fe RHE 
MEAS 6 ee LH MRI CE RY 
FUGA IC Th BAK SBE FT し て 行 ひ 得る も 
Ott) MAIL DHE DE ROBT 
の 時 色 反 座 に 就き て 詳細 に BLK L, Whe 
PRIA TE © DB BUS IC BATE > Ak 
HS CROM( MEV o BARB E 

金 線 端 に て PRBS EU Did 過 酸 
ACE SE & SEIS CAML, BIR a ak Ic 溶解 し 
可 深 性 部 分 と 残 湾 と に 分 離し , こ の BE 
VL AB ENPR IC CELT 9 前 者 の 水深 液 ょ り 
は Na,K,B,AlSi,Sn,P,V,As, Sb, S, Cr, 
Mo, W, Cl, F 等 の 諸 元 素 を BM LTE 
く , RRA ORME Ae k Vid Cu Ag, 


抄 16.36) 27 


oe 線 88 


Au, Mg, Ca, Ba, Sr, Cd, Hg, Ti, Pb, U, Mn, 
Fe, Co, Ni 等 の 諸 元 素 を 検出 し 得 べ し 。 
(Min. Mag., 24, 21~34, 1935) C 待 場 〕 
4075, 硫 物 岩石 中 に 於 ける 党 量 銅 の 検定 
法 ARH 4101 23K 
4076. Si 5 HH Foshag, F, F. 

Janite, Janowa Dolina feu 44 ICH 
づき て 命名 す 。 (R20, ROYR2O3'5 SiO2・ 
5Hs2O な る 成分 を 有 し , 比重 2.32 な る 暗 
He DPRK UT, HEBER, 1.527> n> 
1.516, Ha 44 ¢, 次 光 は 平行 な り 。 
終 長 石 - 輝 石 岩 中 に 三次 的 の 石英 , 玉 身 , 破 
AA, RET SE CAE THES 0 

Sahlinite, Carl Sahlin se O4eS# £ ih 
し て 命名 せる も の な り 。12 PbO.As205・ 
2PbClg な る 成分 を 有 し , MBA RIC |S | 
黄色 に LC HR 2~8, 比重 7.95 な り 。 HE | 
SME (i — PER, Bxa LL(010), 2E=96°9 | 
38’, RPTARS HS Lo AS IC a 
KRU TES 6 

Kiscellite. Budapest mKiscellar Tegel 
formation の 砂層 中 に 産 す る を 以 て 命名 
きれ た り 。 含 硫 黄 炭 化 水 素 (酸素 を 有 せ 
FIC LT, BESH, ajkaite 7% yy telegdite cf 
DL,BRAKA CB Wis 0, 比重 1.186 
(20°C), Np =1.5418C20°C) 

Pseudosillimanite, FE 6A t FAW SICK 
より 命名 され た る も の に し て ,Hersback 
DTS PD ASEM fh BS A ICSE ARO te 
me UCHMT > MMR. ,2 V は 大 な 
BF o 


Lusakite Northern Rhodesia の Lusa- 


ka に 産 す る を 以 て 命名 され た り 。 HQO- | 
4 R’0.-9 Al203.8 SiO 2(R” =Co. Mg. Fe) 


な る 成分 を AL, HFM RIC BS — BHAs 
は a: b=0.474:1 G 測 角 器 に 依る ), a:b 
c=0.473 : 1 : 0.340 CX 線 に 依る ), ZIRE 
Vil, HLT a0=7.86A, b。=16.62 A, 
Co =5.65 A 黒色 の 結晶 た LC BEKE T— 36 
km 3-767 n=1.74, 2ViKK UTZ. 
性 強 Lo ‘ 
AR HH 3770 RR CAm, 
Min. 20, 314~317, 1935) (KI 
4077, スピ ネル の 合成 AHH 4120 Bik. 
4078, 結晶 水中 の 重水 の 量 Riesenfeld, 
E. H., Riesenfeld, H. E. 

アル カリ 及び アル カ ヵ カリ 土 類 協 は 普通 の 
KMEBMKL CWC, その 次 解 度 を 異 に 
すべ さき 事 より, Gips 及び Polyhalit 中 の 
結 品 水 の 研究 を な せる が , MEO 結 品 水 
中 に D20O の 特に 多き こと は 認め ちら れ さ ざ " 
y き 。 (Ber. d. Deutsch. Chem. Ges. 67, 
1659~1660, 1934) (yes#37) 
4079, Bit wD RRS AKHG1O6289R 


Hydrocalumite 


4080, =~HRILAEMORRKRHD 


Bryant, W. M. D. 

二 っ つの 有機 化合 物 , tripheny] bismuthine 
dichloride 及び 溝 . 斜 ethyl triphenyl pyrro- 
lone 1c HC, Hel ZE, X OAM OUI 
REAR uniaxiality OPE SA Ls He 
に Greenwood ic ff Y CHEERS 1k SR 
の 清光 現象 は , GC fe CONE SA 如き 
廻 線 偏光 に 基く も の に 非 ど ぐる とこ と を 知り 
% Vo (Am, Min., 20, 281~291, 1935) 
CRA | 


| 4081, Orthogonal 結晶 の 示す Laue 


壮 導 Barnes; W. H., Wendling, A. V. 
※ 線 分 析 に 於 け る Laue 法 の 中 , 主軸 の 
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| FMRC BEA S KS GMICX Me 
PRAT L Cie SB Laue MmRit Ws HA 
る も ゃ も の な り 。 著者 は Orthogonal 結 品 の 
中 , = - ORAL GMRUe Oe 
SuBehie ATS, 21H な る る も 
DLA eT SEH WS Co, C4, D2, 
T? C3, DS 及び C8 cH, 此 等 の 示す 
Laue ‘2 BD ERR wk~ Ke YQ (Am. Min. 
20, 253~259, 1935) (AFI 
4082, 三 ・ 三 酸化 第 三 鐵 化 合 物 の HE 
#% 1. Gothite 結晶 橋 造 Goldsztaub, S. 

酸化 第 二 鐵 化合 物 FeO.OH, FeONa, 
FeOC! の 結 品 構造 を 研究 すり 。 KRICH 
ける 水 酸 化物 の 各種 の ゃ も の に つき て 従来 
DAO KEE M~K V_ Ric Gothite 
OHS WIRE HAE た 逃 べ た YoX : 
SADIE IC k Nid a, =4.64 A, bo =10.0A 
C= 308A に LC X OZR VIP な り 
p=4.17 に UC, ESE AL TP Ic 4 FeO. 
OH BB, 4 OUT eS 

Fe : 0.28 0.40 0, —0.28 0.90 0, 
0.78—0.60 0.5, 0.22 0.10 0.5. 
0 1/24 0, 018/o4 0, 1/2 —1/24 
1/2, 1/2 1/24 1/2. 
1/2 5/o4 0. 1/2 17/ua 0, 0 

—5 oq 1/2. 0 7/24 1/2. 
WMETCLEMNV, COMKYORFT HE 
Bit Ag=13.734, A2 =5.04A (112)= 
873A に し て Oligiste と な り , と れ 等 に 
Pity OF 1. ba Re Zem F UE 

Gothite a (100) »b (010) cl001D 

Oligiste Ag(111) AsC110) (112) 
の 如 し 。 (Bull, Soc. Fran. Min, 58, 6~ 


ger 1939) し 高根) 


Oj: 


Og: 


9083, ~RUTBFEVBKSEHSIVA 
トバ ー ル 石 CNieuwenkamp, W. 

Ramdohr は Eeschwege の Blanen Kuppe 
RU OME BO7 VY ~AbN 1 FHA 
に つき 1) 立 方 品 入 面体 より な る も ゃ の, 2) 
姜 面 体 様 太 邊 形 卓 汰 を 呈 する も の , 3) HK 
FPP ERA IC 5 a CBE IC HELE BOOS 
種 を 探 集 すり 。 著 者 は 之 等 の も の に つき 
立方 品 の も の は a。 =7.63A,co =6.9 A な る 
IEG FRE fe, oO 格子 は A 
子 な る こと を 知れ り 。 こ の 軸 は 入 面 体 の 
PO Aw HIKARI VG COMM AILIE FG tho 
c 還 と 入 面 体 の C100〕, (010) Zit COOL と 
ABT UCR O WA Bt LUCAS, 
石英 類似 の 結 品 は 乏 に 反し て 二 次 元 格子 
より な る と 考 ふ べき 各種 類 の X MABAL 
BLA, ZILA VAPN-LL 鱗 石 英 と 
が zincblende 2% wurzite PEYEICH WT Sk 
FIUORM REALTY ALX-rAFAKK 
け SALMO KARDON) に 平行 
O iit & (FADO HERE & OL, SiO4 Tio fk 

DES OBMEICK VY CRHSELOOA 
FSCL EMBL L, CZ. Krist., 90 
377~380, 1935) CHD 
4084, KEOMFOKS Ik SAMIER 
BOM KRHA, 高取 昇 。 

反 磁 性 物質 の 磁 無 係 散 ボ その 粒子 の 大 
X WBMES SCHED CHAS HB AICH LUC 
A ORW CuO 見 解 あ り , 即ち その 一 
LELF ORE OBMEKBH TT OR BM 
eh BUC Bt TF SLuT’OL, 
OMBbitkE し て 新た に 生ずる 酸化 物 の 影 
MC HAS SLES LOL EV, 著者 等 
(SHEIRA RE RE の 高き 水 品 に つき , 甚だ 


#1838) pb 


bs ig 90 


注意 深き 用 意 の 下 に 上 kb 程 度 の 各種 の 粒子 
を 作製 し , 之 を 眞 空 デシ ケー ター 中 に で て 
—+ FORMICA VY て 乾燥 し て 充分 た に そ 
の 水分 を 去り て 之 を 試料 と し て 守 験 を 用 
O, RIB の 吸着 及び MBC k SHE 
を 除去 する 目的 に て 製作 を る 特別 の 装 
置 に 試料 を AD CRER LEV, tO 結 


だ り 。 その 粒 

FEE bhi eA £ と の 開 係 は BFE © dn 
し 。 GEIB OWE, 12, 253~256, 1935) 
高根 


4085, Al1AsO4 OMBBE Machatsch- | 


ki, F, 
Bice iL As, P 筆 も 赤 Al と 同じ く 
FER TE Yh CRC SIO4 の Si の 位置 を 
置換 し 得る こと を 述べ ,AIPO4 ょ AlAsO 』 
と が 同 像 を な し 得る こと を 知見 せり 。 そ 
の 後 M. Strada 筆 の と れ に 闘 す BRS D 
結果 は 粉末 法 の HRUPE IC BS VC, 上 
述 の 提議 に 反する 結果 と な れ り 。 著者 は 
AlAsO4 と SiOg OXF AN BPO NAVA 
を 求め た る に AMASO ZICH TCls ay) =5.05 
A, c=5.62A,; c/a=11122% coor 
KERELEA KARE DUO AGRE 


粒度 Cp う Hea AR |= 時 に ょ れ ば 水 
ESE |X Oo | gommR 
Tet | hae | RARPOK 
9:3 —(-467 = LAL CHL 
a tne Ly その 粒度 
2.7 — 0-432 が 1g 以下 に 

1.8 —0-414 到 る 時 は その | 
ae a Jake o> 
3 — 0-376 with & 4% L& 
or [SSS | eeewee 


FLY CORFE Wyckoff の 求め 
た る 水 卓 の それ と (ao =4.90 A, C) =5.39. 
A) 比較 する 時 甚だ 類似 せる も の と な 
同 像 開 係 の ある と と を 示せ り 。AlAsO4 
の KE FBO Co は 或 は その 二 倍 を と る 
方 が 可 な らん か と i 述べ た り 。 CZ, Krist, 
90, 314~321, 1935) (高根 ; 
4086. AucBiMséAisis Jurrianse, J. 
Au-Bi Ric KG 6 SB-BBtew 
AugBi o¥ hit d=7.942 A OGRE 
Pak & A し , 比重 Oexp.=15.46, Qealc. = 
15.70 に し て 8AugBi: を 含み , その Bt 
る 空間 群 は O08 な る と と を 知れ り 。 ご の 
結 品 の 融 跡 は 373°C, < ow Iii pe BS 
Bi: 0% %, 40%, %%0, 000, 
4H, KU RUM, 
UMM. 
BY, 
KR, 
に し て , Bi Fat Sel GHORGEE tL 
& Bi it 4 Bi ic CHAS th, Hic 12 Au に 
UY CHEfLe 0 Au 原子 は 6Au ょ 6 
BiLick 0 CHIB2 Zo % OREHIt Cug 
Mg, W2Zr, BigK, AuyPb, CuBey, Mg 
NiZn $i MOI AL, これら Ag 
BREAN ICHRG 3 FAP EE Te Ta は 
L13~1.29 に し て 殆 ん と 一 定 値 を 示せ り 
COM OEB-CBLG ICR CLEF 
原子 比 の 法則 は 適用 UME ok ee 
Vo (Z- Krist., 90, 322~329, 1953)% 


BKK: KEK; 
MK% es WM NN” 
KH HK, XII, 
HHH, % KH; 
RL» HHR, 


ii 91 2 


Cert) 
4087, CaCls M*§ SHS van Bever, 
A, K., Nieuwenkamp, W. 

MUG YE, Bragg の 方 法 及 粉 末法 に 
より て CaCly OH HE HIZET SIC COA 
Fi th FAB IEG bh REA D BLL REF ORS 
ap =6.24A, by =6.43A co =4.202A < 
し て ,2CaClg を 含み , 比重 Oexp =2.22, 
Ccalc=2.17 に 相 営 する こと と を 知れ り 。 
hOl ROK! 反射 に た 於 て は bh 及 k 二 1 
DBM ie S%OMAKe Coy 或 は Vio な 
る と と を 知れ り 。(〔_001) DMM BRICK 
て 02 及び 4 OFF RRE Rit 1 及び 3 の 
RRO RARER I UCR 
が COOL) BIC 平行 た % Co の 間隔 に て 
秦 列 せる を 知れ り 。 そ の 原子 座 禁 は Ca: 
000, % % %,Cl:uv0, uv0, up % v+ 
BH, *4-%, vA. KUT u=99°, 
v=117° 7 V, CZ. Krist., 90, 374~376, 
(1935) (高根 〕 
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4088, Mylonite の 研究 Water, A, C., 
Campbell, C, D. 

カル フォ オル = ニヤ の San Andreas Ky erat 
に 見 ら る ゝ 種々 の mylonite の 研究 を 行 ひ 
そ の 下線 て の porphyroclasts mye L, 
groundmass に 部 分 前 に (多く は band ak 
(LB = BR te UC) HEA Ic isotropic な 
BIO SHE 2 Af ultramylonite 及び 
BIC BE L & ME & Zt Cc pseudointrusive 
PURGE & BS ic hr} SFR pseudotachy- 
lite (CD % CUS4P CEPR te SHE BIO 
KV, MUCH ORAD 


groundmass 


8% 紗 1939) 


OKFABHIC isotropic zt ZHAO MHA 
を 測定 そ する に , と これ と 同様 の 成分 を 有 す 
る natural RUATOUWF zOMPBLE 
り も 造 に 高く 』 叉 とこ の isotropic の 部 分 を 
Kena lL ChE S77 zAORPAI, 
も と の 物質 の も ゃ の より 造 に た 小 な る 事 辻 基 
{hOB k UES mylonite の 生 ぜ る 際 部 
WSR AEE Uk SP APLOMB cd 
ame Vo (Am. J. Sci, 29, 473~503, 
(1935) CHEE HF 
4089, #8 = (2#1tS mineral-facics 
Turner, F. J. 
BABI SSS RMS tit, tO 
岩石 の bulk composition —7# 7p b [f, 
質 の 際 に 受け た る 物理 的 條 件 即ち 温度, 
stress 等 に 依 つて 定まり , その 岩石 に 本 
ATER LG (de BL EE (7 © 
ARISE 1c (2 HEPA Ate V & (a Vogt, Eskola 
等 の 意見 な りき 。 TH EBA IC K,CO. 
等 の 濃度 RAST SBS, 叉 特に low- 
grade DP Bic HP Cid, か く 簡 時 に は 考 へ 
られ ず 。 LEORK Os HMO e A= 
て 論 ぜ りり 。 (Am. J. Sci, 29, 409~42], 
1935) (QE) 
4090; 岩石 の Rosiwal 方 法 と ModeM 
決定 Larsen, E. S,, Miller, F. S. 
Rosiwal 方 法 に 開 す る 従来 の 研究 & As 
HL c Uk~ % S 7%, California 州 San Louis 
Rey quadrangle j# 7¢ ii ka RU BEBE 
Colorado }\{ Iron Hill jeHR Ay a vey 
岩 ・ メ ぇ メル タイ グ 岩 及 び 輝石 BATHE 
(CRC, HAE OFEV-ATED © Hb & Rosiwal Fy 
法 に 依り て 決定 せり 。 こ と の 方 法 に 依る 時 
(LU & Ke 3 is BH) 1% ORLO 
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HEE PS IC BS CME LIES BOF Vo (Am, 
Min. 20, 260~273, 1935) (AF) 
4091, 深成岩 中 の 基 性 捕 虎 岩 の 成 因 特 に 
その 尊 度 に 就き て Joplin, G. A, 
PRCA PD OHH BE ais Re ORIG 11 
SU E*ZPRE CLS, RRK 於 て は 
粗 粒 叉 は 中 粒 の 基 性 深成岩 より AL BE 
DME RSE iE New South Wales の 
Ben Bullen 及び Hartley jhiko 4 A SAY 
HA OGL Y it 
gastel [miko ei & Moe し て 結論 を 確 
か むる に 至り た り 。 著者 は 岩石 の 粒度 を 
小 な らし むる 機 村 と し て 再 結 品 及 び 混 成 
作用 で hybridization) BAH Y 5 BAL 
DAB L U-CAIE © WEP Is AWK 1 
FD AB i EERE > JB YC 
粒 深 成 岩 の 粒度 が 減 ず , MW Tregastel o ij 
BROMIDE & AS } relict 長石 は 
混成 作用 を 促す べき 再 結 品 に た 幡 し 得る な 
Yo FREER BCE IC (2 FUE ih LSE 28 
JE* WESABE UNO 
Gh ECR 2S TE RTE FIC 1K 0 CUA A ATR 
に 生 ず 。 MAA OY Ds e LCR 
yD sieveeplote Kk & ( BKRI SL HBS 
りこ と の 構造 が 叉 粒 の 大 さき を 小 に し 或 は 混 
REVEFAP iC AZEEE® crissecross flakes や 
BEAT ORILAR AS OR AY IC BSE UL CHL “PIC 
する 事 あ り 。 叉 混成 作用 の WR BNA 
RUMBLE HOR UX poikilitic cystal gs 
BSE UCRRRIK ZEMAN CX OLE 
が 小 に な る 場合 あり , wHEK RCA 
石 は 重大 な る 働き を な す 。 要する に 以上 
の 如き 現象 に より て 粗 粒 深成岩 が 細 粒 捕 
BEA LY し ゃ の に LC, 著者 は ZEO 


じじ, 更に France の Til- 


DBE OKA L し て 必ず し ゃ 細 粒 火成岩 
EMRLEGT SOL EAB V. (Geol, 
Mag. 72, 227~234, 1935) (HRA) 
4092; Nevada Jill Orena の Dum or- 
tierite-Andalusite て で の 成 斑 作用 
Kerr,“P. F., Jenney, P, 

Dumortierite 7 fe yt Nevada J Orenr 
東方 5 mile の Central Humbolc. 
DPR RIK fr Ls HT FR SAH © Few 
岩 質 及 ALI a EPR ATIC し て , EAE 4 
mile ffi (Liev FY = BRU hve 
ASV CT LZEORMMABICHA Vo 
Ti LC BRYA He (a a ETE FIC 1K 0 て 生 
U, Andalusite 及び Dumortierite を 生じ 
CHER EG IC BA & VY oJ Dumortierite と 
階 件 し て andalusite 多量 に 生じ , 石英 
草 長 石 及 絹 雲母 が 叉 生 ず 。 之 に 加 ふ る に 
Wt CHAD AF 2% YA, BTR, OR 
Tis EMT (ET, ERA, BBR Ue 
PRI AD Ek aS OME D ARICA 
KK BURGE AIC KY CH OTE SNES 
Andalusite lense 3: Dumortierite に 依り て 
BAS So Ik Dumoritierite IL RAE Ke | 

三 期 に 分 た れ 第 一 は 青色 の 粗 な る 自 形 
D #8 hh 5 — (k matted lavender or pink 
masses と LC 3 = (d RHE TK 8 © HR Wis 
Bi UOMO IL UTA) MARI 
に は 石英 一 曹長 石 の end-stage material 
CHEV CHER AIC BA し 之 は 北部 の 石英 
2Y Y= 8, fthMseR kU ADI AEC 
る も ゃ の な り 。 ZKOO T Andaiusite 2 
ARE DRA AEA OMT eS 
相 に 生 ず 。 (Econ. Geol, 30, 285~300, 
1935) 〔 瀬 戸 〕 


Range 


iis, 93 抄 
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4093, PA VAHRMSABOLSRD 
Grout, F. F, 

Aacit Noxthern Rhodesia  7§ jij 4G 6 
個 , Southern Rhodesia # 5 5 個 , Transvaal 
JE 5 個 , Union of Southern Africa 産 の 
5 PRS 7 7) DK PI HVE 
紀 及 前 寒 RA MAC 1E iid a 21 種 の 1b 
FPN 1c Le SG BAT RERIC し て ; 
分 析 せ る 岩 種 231 個 中 Busnveld oxEHe 
RU FAVE ies & 除き て は , AMPA 
SAG haa IC し て , BMS AE BEE 
Fo RZEOCBRA BIC ik KK20 含量 
HEA * BUDS} LLC IEM OEM 
DALEK Ae AS. Washington 2°26 
HK S ohn ¢, Central Africa は 大 た る 花 
fa AbBte DA, MC. 1. P. W の Tosca- 
nose 及び 基 に 接近 す SB [AIC HM UL 
JAS tr, Johanneen Ko HEIC 於 いて は 
granite 及び Leucogranite [fit iC HEK 
to Cour. Geol. 43, 281~296, 1935) 
CHEF 3 
4094, Ma AWHSOLSHER eT 
SRA. 

A tL Bite 6 RGA RUA 
UAE O FERMI A 11 個 の 新 な る Hee 
分 析 を 行 ひ , BRIS AKIC BK 2 そら れ た る 
様 前 園 項 丘 燈 岩 と LEER L, 更に 之 を AK 
KM OS ROG YL © eRe BATS 
VY, RRAR UMA AMAL DLE RD 
は SiO2 56,.50~60.80% o ICME し , 吉 
き 燈 岩 種 SI の 大 な る 値 を 示す 傾向 を 有 す 
と 言 ひ , 逐 を 園 項 丘 燈 岩 と 比較 する に , 大 
RICHES CH E FAUT OB, BRICK 比較 す 
れ ば 本 体 の る ゃ の に 此 し al 大 に し て Cc の 


(Hp = ¢(,% fm 大 に し て alk 小 な る を 認 
め ら る , され どこ と の 事 賞 は 園 項 丘 燈 岩 の 
部 分 的 な る 構造 上 , 成分 上 の BRR I 
THD AIK 5 PH APEO RBI KS B 
DiESE~ LEM KV, ARKUOKA 
PEALE RA it SiO。 65,32(Si 248) な れ 
E >SMOM Aid fr % SiOe 51,34~52.40 
(Si 130~135) に し て UAW E UEL 
(HEME to 0, BU SAR, ARMA 
形態 上 或 は 系 統 上 ょ り は 極 あ て 開 係 深き 
LOr.ING YS, MH BAHL 
AAR te SICK L, AR 玄武 岩 に 近 
& EE Ra A A te } LYE RCAF 
LUMLEY SG Cth, 2, 1284131, 1935) 
(河野 〕 

4095, PHSB BAW FAM 
Be BES bes (EYER ER bes LAD aS JT AP IC BL 
MHEG Belting (CH S 小島 に し て , 長 
# 2km. 短 利 Lkm. を 超 え ず 。 南北 に 
部 立 せ る 6 個 の 火山 体 に 依り て 構成 を 
られ , 南部 の る も の は 本 島 面 積 の B% eH 
め , 二 重 の 外輪 出 を 廻ら し , 中 央 に グ ス えと 
Hs SAD REA V, 北部 の も の は 南 
部 火山 より 新 ら ちら しく, HARES BD 
し , 小 な れ ど る も KOBE eS LBA IC BE 
Y,190m K3H#ELAD KE VAEACHRR 
SIH? 0, RGR ES SLAMS A 
Jew h fic C 構成 を られ, RKO tes 
REE ELC. 僅か に 南部 火山 の 中 央 火 
日 及び 第 一 外輪 山中 に 岩 脈 或 は 岩 頸 と し 
て 存在 せる に 財 ぎ ず 。 岩石 の 構造 は 燈 岩 
CREVBRrHES, M&S HEA, WHA 
RUA UCB & te F % OIL RE 
BOBBY LUKE DUS 
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に て は こと の 逆 な り 。 柄 UCHR OH 
減 に 反比例 し て 普通 交 石 の 消 光 角 を 匂 化 
する は 注目 に 値 す と 逃 べ た り 。 最後 に 著 
ASIA ih CIBC FER @ UMA LE Vo 
(火山 , 2, 182~136 1935) CL 河 野 〕 
4096, UL SRE ODRABIIKS 
Eskola, P. 

WW OBE LAT Sika a Hasau, 
Couiland jc Sit 3 ARR XY BSL 
bp ft sir Ss orf East Prussia 
ICP CM bHheEV, WMMiEL し て 不 
MMe SAL UCEELTOFREILE 
Ie SB, MHEWRE HHO MRA Ed 
BARE Yo GRMWLE EIB IK CdSe 
石 及 び 方 沸 石 と 共存 を り 。 Hike OBA 
は autothermal metamorphism に よる も 
の と 倍 ぜ られ , WMA AE MKIC BR Lins 
VESARAI BARI KY HBA 
Re し て 運ば れ し ゃ の な らん 。 MAR 
REAL UREA OMI kU Bi 
LEOKSP LMA. BHODMRE 
Me Yo WMA HKBTEIE, 2 VAIL 
て , ©1.612+0.001. y1.640 土 0.001 な YQ: 
(Compt. Rend. Soc. Géol. Finland, 104, 
182~143, 1934) [ 待 場 〕 

4097, ホリ ビ ヤ 東 Kordillera の アル カ 
3 Ahlfeld, Fr., Mosebach, R. 

ボリ ビ ャ ヤ ャ 東部 アン デス 山脈 中 の Serra- 
nia von Palaca を 構成 する Ordovicium 紀 
KRSLAX 2 Mor rn) BMA 
Yo 通常 型 は HAAWNRARY Bib 
BG CUT, € Oth SK a (& ~Monzonit- 
foyait 型 より Urtit Mic eit L, 互 に 移 化 
せり 。 北部 Saillapata の AW ANEA 


次 も 南部 Ceno Sapo O 7{-N A B 46 
Xb fI—AEL UBER SLORSN 
bo BHO T v1 VME PRE し て 
Na pi Pate 2 Barkevikite, Agirinaugite, 
Nepheline, Sodalite # 2 し て 現 は So ih 
常 型 な る Ba ico &, 後期 熱 水 作 用 に 
AU CK SIRAS Yo MRA ICS peg- 
matite 及び lamprophyre DEH VT, 
RAO ICL ECM I ESHA SLO 
Natronminette 及び Heumite の 三 型 あり 8 
DEM~ CO Bilt Sodalite を 含有 し, 
He ICUR ic LC tbe Sar, Ankerite, 
Baryte Rubio wee & FU, Bok 
作用 に 信 り 生 ぜ る を 示せ り 。 本 アル カリ 
岩 の 噴 出 は 白 聖 紀 又 は 第 三 紀 に 属す る る ゃ 
の な る さ ベ し 。 CN. J. Min. B. B. 69, A, 
388~413, 1985) 【〔 河 野 〕 
4098, 印度 の Gwalior trap 
pai, M. P. 


Baj- 


Trap は Gwalior 州 の Gwalior, Morar, 
Barai, Paniar, Chaura 及び Mo D 3 Hh dak 
CHB L, Morar Ric A aU KB 
FELCH, MERE RAY SRA 
右 英 粗 粒 玄武 岩 及 び 微 粒 質 素 武 岩 の 二 型 
存在 を せり 。 MMS SUS A 7 7 4 
ト 化 作用 を 蒙 れ り 。 6 個 の LAL DATO KE 
果 何 れ も 成分 は 同一 な り 。 即ち Gwalior 
trap の 少し く ア ルカ ヵ カリ に 富める 以外 一 般 
に Washington の デカ ヵ カン 高原 の 平均 億 に 
一 致 を せり 。 3 個 の 岩石 中 の Fe-Mg gE 
HEBD ETTO, MgO/FeO を 出せ し に 
輝石 の MgO/FeO は 岩石 の それ ょ り 大 な 
る 値 を 示 Ly 結晶 作用 は 岩 此 に FeO OE 
HS SERN VY MR Daley に 依り 決定 ミ 
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れ た る 岩石 中 の helium ratio は 平均 5 HF 
年 を 興 へ と の 事 辻 は Garaliar 系 の 前 寒 武 
利 聖 時 代 と 一 致す と 述べ た り 。 CJ. Geol., 
93, ,61~75, 1935) Cy EF) 

4099, Idaho [RRIERABOWA Lang- 
ton, C, N. 

本 地域 は Idaho jpg #3 o> jee Be Rh sae % te 
LHL し て Belt Ro RE WHR 
HAE Vien Vo 構造 は 旋 毅 に 近接 す る 
に 従 ひ 複雑 と な り , BRU Met Oo — 19 
ある こと と 知ら れ , Ma SIMO Lb HI 
くに 生 ぜ り 。 注目 に 値する は 座 磐 の 北東 
部 に 予行 に thrust fault 列 の 存在 を せる 事 
iC UCTS © thrust (5 HEED GBR IC 
依り 生 ぜ る も ゃ の と 倍 ぜ ら る 。 同化 作用 は 
ER LAKA EE ERBE SST SEOr 
如く , stoping は 重要 な る 役割 を 演じ た る 
が 如 し 。 (J- Geol. 93, 27~60, 1935) 
C 河 野 〕 

4100, Michigan Keweenawan)l|#§ 
岩 中 の 岩 笑 分 化 Broderick, T. M. 

Rati RSC, 代表 的 岩石 の 18 個 の 
AL BLOAT e477, variation diagram を 作 
le Vo AiO LOU Katmai, Lassen 
Peak, Mull の 講 地 域 の BOKIEL,KK 
BO, 著者 は 各個 の 燈 岩 流 中 に 於 いて 
volatile transferjt G4t 7 th ic BEBE tr SK 
を 注 ぜ る 如 《 く 老 へ ちら ちる れ ば , HED 
岩 流 に 依り 成 れ る 本 地域 全体 の variation 
diagram も また 結 品 分 化 と 共に volatile 
transfer (CK ARE SBA ELST A 
~ BSL it~ Alkali-SiO 2, MgO/TiO2 
Al,Og/KoO [ICH Cc ILC Arb I 
Lassen Peak 及び Katmai 42 (4208 


ALY DEMO ATO DE ic 2 & TC 
%& MAK ORME Ib C&C 8 RR 
の 特異 性 を 示 Li SAO 特異 性 は 

volatile transfer に 依る 分 化 と 考 へ らち る れ 
ば 岩 紫 溜 中 に 於 て ゃ 舌 似 の 分 化 が 想像 し 
得 ら ちる と 述べ た り 。 BICL 2 a Bitte 
る Q+Or-+An—Di+Mt+H-+I1+Ap— 
Hy+Ol+An = fq leZic # TB, Katmai 
Lassen Peak Rui ACH ehic Hc st BED 
化 の volatile transfer に 依り 行 は れ た る 
Wein LE} Lk, 著者 は 更に HAN 
分 化 た に っ つき て る 論議 し , 最後 に Keweena- 
wan Omsk {t ic valatile transfer Hi 
か り し は 有力 な る suggestio あれ ども 各 
個 燈 岩 流 に 働き し 作用 は 終末 型 と し て 花 
賠 岩 成分 の 岩石 を 成 生 する 傾向 に あら ざ 
れ ば , も し volatile transfer が Keweenae 
wan © AIRBER EEE U Lurid, TE 
(as & Riche SHERI CHEM Ce 
る べく 然 ち ざれ ば regional 4k & MBF 
る た め に 他 の 作用 EMR LT L i~z 
y o。 CBull, Geol. Am., 46, 504~557, 1935) 
Cray BF) 

4101, 岩石 中 に 存在 せる 微量 鍋 の 定量 法 
Graves, A. W. 

AS LG AICTE FER: 3 HOLS D EE 
JEL し て 比 色 法 に 就き CHHMIC HEM Y 
該 方 法 に て は 試料 は 2 RHKOD Hic c 
FEY, FERRO 分 解 に は HERR OF teak 
FRB & ORV CE © HOR EYE 
液 を 作り Callan, T, 及び Henderson, J 
A. R OF ECL VTAES=TIEVT 
着色 せ LOY CHEM LILI る も ゃ の 
な り 。 (Min, Mag, 24, 35~41, 1935) 
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4102, 北海 道 幌別 硫 山 及び 岩手 牙 松 尾 硫 
山 の 硫 化 鐵 硫 を を 件 ふ 硫 貢 太 床 加藤 武夫 
濾 邊 武男 , 中 本 明 。 

DE AU RS ATOR RL EP, 集 塊 岩 
LSEIC HR & te LG & RET IC Pz te 3 
Ha KAGE BSE Ly HRS te A AK kL 硫 
化 鐵 に 富み , ME RHEE & te 場合 
ぁ り 。 BE DRK IK FEO SUK Bi He BUDE 
の 階 件 そる も 叉 一 つの 特徴 な り 。 WE ANAS 
FEO WARIS (hd % VER IC BAA © dn & 
Sat iC AKUIR, 硫黄 , DEERE CCP 
We LED KUT, REKBRAKUERAD 
CHE 5 te, ICH © AG IC FEE % 0 UE 
RBA ICE URD ZOO BIKER E~ ら 
る 第 一 期 BYP CV BEA OL, 
Ke FRB LEED AOA © Bit 
Be oi Ot SEC HER LOR RITES RM 
YAP D BREE CL, 堆積 物 及 び 芯 
BARAK L, +O 後 母 岩 及 び PERO 
一 部 は 明 楓 石化 作用 を 受 く 。 

第 二 期 FeSO4 深 液 の 岩 召 中 に 振 散 す 
る 事 に ょ り 硫 化 鐵 を 生じ 成層 面 或 は 小 裂 
RIC YY Oi ERT IB SF 6 

eK WARMLY E te FA RED 
ARS S SARC LU CHER A BRU 
Bit LEDS Ce LC BRE S れ 高 品位 の 
も の と な る 。 CHIU, 2 107122, 1935) 
(Fiza) 

4103, FV—$VIVFEBIFYS Y vik 
の 酸性 噴出 岩 BeckIund, H- G., Malm- 
quist, D. 

ダグ ダリー シラ ンド 北東 部 フラ ンク リン 史 

Pi alk Ck Saas & Ee PR a BES 


ACL 1929 42H Backlund 示 探 集 せ る 含 
FBS HG OD FRSC UO BO 最初 に 同 


STMT OWA & Itk~, RCC FBC こ 


DOSE a, OWA RA, 及び 
CIC FAR AIK O & » HEE BE PR Hb 
ROE SEM VU ERED Le LT 
CD) tk 71s PERRIS AY (2) は 石英 , PERLE 
Fis Bie An 0~10% ), (3 う は 石英 , HERS 
RUEAAT HERD A7T 7 4TH 
BA vires vy FRU AZ YE 
島 岩 石 た 比 Les & b lhieny 区 20 に 富 
み ,Na2O 著しく 少し , 即ち これ ら 諸 岩 は 
太 下 洋 式 分 化 生成 物 と 考 く ちる 。 噴出 順 
Jp ALA Saas IC RR CR BIC EUS 
Ma Rv CBE HIRE, TORKA 
RAR HO i KU HRALIRE の 
噴出 は 更に その 後に 行 は れ た り 。(Medad. 
om Gronland, 95, 1~84, 1935) CHEZRD 
4104, Khanalite の 紅 土 化 作用 
Krishnan, M. S, 

T. L, Walker に よ ょ り て 命名 そら れ た 
る Khondalite は 石英 , HBA, ERO 
Mek VIS Mia IC UC, ABR 
候 に 於 て 特に 風化 LB AMA LAD. # 
A LEP EKalahandi jy ic $833 Z Khon- 
dalite 及 びそ の 紅 土 化物 に つっき, BARR AY 
ROCA & TOK o ARB OTE 
BR) Ai OPER A BSE BIC ME LS 
め , BAL HT IY LY, RAE 
TRICBES _ RIC ELBA © 分 解 行 は れ ;, と 
i DORA fl te & fa) ARSE & TE 
HAW BRASKADIICE VU CxO 
Els URE SS, 風化 作用 が 進む た に つ 
れ , SiOn, MgO, CaO 及び アテ アルカ YD 
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大 部 分 が 逸 出 し ZIRE AloOs, 酸化 
鐵 , 酸化 < ンタ > ン 及び TiO。 Sawa 
Bd, Bick AlgOs 62~68% に 洋 する 
Ark & AE VS (Rec, Geol. Surv. India, 
68, 392~399, 1935) CALAN) 

4105, XWSEOAR INES 3 ES 
Kuenen, Ph, H. 

DI SEL BE AF IS > FREE eS TET & BFE 
LO\SY U# (4, strato-voleano に 見 
5S SMA OA RRETG & MWS ~ (MR 
Oh = BRITO VY, Rig kia z 
し て 砂粒 を AU, CHEEKY TLV Bb 
Ss Bec skicMS ei LC RR GLI 
噴出 そ しめ, か 《 く し て 生ずる 砂粒 の 堆積 
駄 態 を 研究 を り 。 BELO BIB KIS & WME 
な らし むる た め に 赤 , 白 2 種 の 細 粉 を 砂 
粒 に 混 じ 変 互 た 噴出 そし め た り 。 か くし 
CA Dirk 3 ALBEE © A at 
CL) ZEROS Ete B AF US MB EL RIC 
VE , QAR OTR S % HR- FG MS A-TR 
KEM? 2B CHB SMA t % 
(3) ERE の 強 さ が 34 — BIR —TRIC BR 
NCS SBE IK LHANRAC OHM & BS HH 
We te 0, (4 BIC NER KO Zo & 
RVESBGSRKAKHDOKRESRI-F 
URO [AISENE & AEE) 9 EA LIE © Tit 
出す る 場合 を SIR L, MEO Ris 2 
Monee AU CHER Lees, 何れ 
% OBC He 3 LIC RS eC ALHE 
駄 斜面 に は 左 竹 の 影響 を 及ぼ さ ざ り き 。 
(Leid. Glo, Meded,, 8, 99~118, 1943) 
(根本 】 


| 
2 


2#Bbhk 2 


4106, 2538 RERRER IC BSS S Bit © ABE 
万 と 卓 出 順序 と の 開 係 Kordes; E. 

BEBE IC TT B AR PEDE RR IC BOK ERE 
TRICE BY OBS DIE Yh © AES 
の 大 小 と 品 出 順序 と を 比較 を り 。 こ と ょ に 
(EMEIE AE D In (CRE CHE VO SRORIK 
EDR 2> b TRADER DR E -Ce HOBRK IK BT 
る 主 な る fh HAVER b Be Tes DR-PS 
TES DR- PRO 生成 順序 と ERO 
S2ORRBMOK & X OU Ft OM KAS 
L& BATE FES Uo HRREER © Sic faa 
絆 を 及ぼ す 原 因 は 硫化 物 の 局部 的 の 割 党 
に る も 存する も の な れ ば 和 吾 人 は 大 局 的 な 開 
係 に 市 し て 行 ひ た る 考察 を 慣 重 に 個々 の 
局部 的 共生 に 移し て 考 へ ざる べから ず 。 
GE Lite as b SESE (LBA E tee SIE RR Hh 
DPKG S ROE eM IC BRS OIC E 
Y CHE* KI LBS ORV, 安定 形態 
双 は 不実 定形 態 の 生成 に 際 し て 落 液 の 酸 
VERE D RAE RUB D&C IL AEA BV 
CH 535 WIA~LRE-AGIEA, 
HY BESS WE-AEGHE SA AESA, cinnober-Meta- 
cinnabarite ROUL, BEMICHKG S 
Fournet 系 列 及 び 重 人 金属 の chalkophilie 
DEE AGM © TERIA IC BRE LHS 
3 (Min, Petro. Mitt, 46, 256~288, 1935) 
C 待 場 〕 

4107, HRM Pi の 深 さ に 於 ける 高 
ite Owatk Buddington, A, F. 

本 次 に 引用 を る Ra AP AP 
2000~3000 代 の 深 さ に て 作ら れ し ゃ の に 
し て , Graton 氏 の leptothermal deposite 


#2 2646) 2 


98 


8% i 


HAS 9 HH eZ ic xenothermal な る 
BES AAD EBL pro ED le FP IC YL 
て , EN ORE? FRA FDO 特種 性 
ENF LUZ, WS IMMORAFEREIK RE 
CHA BRAT 黄 玉 は 通常 細 粒 , REST 
輝 右 及 焼 灰 石 は 細 き 放射 其 プリ ズム に し 
て , NILSEN SAT し, Bh Ta 
STWR BGHE 2 colloform fii & ARS WAH 
VL AWE IC UC Bid Be OAS Bk Uh TE Hh OE AL 
EBT 9 CORR AeA he PRICK L 
て , OS, AM it ERA TREAT 3 
A! EY © FENRIS ZE OME K OFA te V 
eGR IL 低 礎 , PSY O he wd TE T+ SH 
極め て 稀 , 叉 永 長 石 は HE HICK TET OE 
EB ICHAT MYER G & HS Se 
Yih OF EA Rich 3 REM OU 
通 の 産 舌 を 示せ は 長石 , 叉 は 草 長 石 の 代 
り に sanidine を 生じ, BHT, AHA O 
代り に Pigeonite を 生 ず 。 更 に 著者 は 深 成 
岩 及 燈 岩 流 と 成因 和 釣 に 開 係 ある 世界 各地 
Of & Ra FEDE Ps & 38 RIC xenothermal 
deposit (#5 Tik~% VY, (Econ, Geol, 
30, 205~222, 1935) CHA) 
4108; 3285 F)i]l White Raven Ey 
FEVER) Wahlstrom, E. FE, 

White Raven #E WL) fPskit Pre-Cam- 
brian ©}, WA TE a RU FEDS 
HRA RU FS SHUG Fk UR SME 7p 
DpPBABKS V — PEAKIE fissure vein 
に UTIR BLK & te F Pre-Cambrian m 花 
税 岩 中 に 存在 す 。vein (Lm % Pc E [i] 
し 北方 に 急 斜 を り 。 EM Mls 石英 , マ 
ン が VEEBOR, Bh ti, SNH, 自然 銀 に 
LCA DR, PUES, 方 解 石 を 介在 す 。 


マン が VER EL DHe LE RROML 


No. 1 No. 2 No, 3 
Fe) |40.37 | 3811 | 42-69 
MnO 18-62 22.85 16-95 
CaO LeL7 0-55 0-05 
MgO L26 | 002 | 0-10 
ZnO 0-42 0-80 0-50 
COg 38-95 | 38-40 | 37-63 
Insol = = 2-94 
Total 100-79 |100-73 | 100-86 


重 品 石 は ARO 結 品 を 有 し , He Sh BES 
玉 面 体 と 入 面 体 の 結合 を せ し 結晶 を 量 す 。 

Wey OD A evs Hh 7 D dike rock Dye 
入 と 同時 代 な る さ べく , RY EAM te LY 
We D SBE US file DC LAE Te te ER IEE V 
LH LER ~ ICH LO 8 BS SBMA Eid 
BO fh a & ALE LER MWe LB O 
と 考 へ ちら る 。(Am.' Min., 20, 277~38 3 
1935) CAF A) 

4109, 南部 Appalachian HAM msR 
HAPRIXRET Currier, L. W. 

c OF Ome Pet Cambrian 及び 
Ordovician © 24 TRE © fh eee tp 
CB +S LOK LT, その 成因 に MTC 
SrlEMeOMRS ), SHCEMBICA 


| UC HARRIES PRL, 4 OME ce OM 


Fj OBR (LER ZEIR kV EF LARA B 
hydrothermal solution 3s, }h#% BRB ic k 
Y CHARICE CE SHEA ORAM 
部 分 に BEAT EPR LESLOLB~, 現 
在 衛 多 数 の 人 き 々 にょ っ て 支持 を られ た る 
supergene origin の も の に あら ざる こと と を 
Hw Vo (Econ. Geol.. 30, 260~286, 
1935) CBF) 


+ 9 ran 


a A Si 


綿 99 $b Hk ¥b 27047) 
4110, 北部 Arkansas 地方 の 鉛 , 亜鉛 | WK 
TRAP ORE wulfenite [<#T BRAS VLG PASE TS UA & CSF AS A, 


McKnight, E. T, 
北部 Arkansas jh WIC (L 9h RaH ODE 
TRASH ATR eS 
び blankets 中 に , 稀 に は BRIO CH 
BRIE 5 So WIE MEPS ANREP DER 
SPC UT, OC Ofte ODS HE, BEBE OY 
ASHORE 2 PRO. WRT E UC ak, 白雲 
Air 方 解 石 等 な り 。 士 る に と の 地方 に ゃ 
Governor Eagle #§ il] OR & (SHAE SATE 
の 結 品 KATES S% OH VY, MX Shiras Pi 
山 た に た 於 て は wulfenite (PbMoO,) % # hh 
せら れ た り 。 こ れ 等 の 雨 確 物 は 従 浴 この 
地方 の 硫 床 中 に は 知ら れ ざ ぎり し ゃ の に 
Cy AIC WE « の 如き magmatic origin 
LILA ATES BPR IC EI 
Y Bein @ (hte Sit MKS BLO LB 
30, 61~66, 1985> 


Gilt runs & 


Wan ae 


b Bo (Econ, Geol,, 
CP BF) 
411, FLIER MOS 
SAIL UAB IC % o ORE REIC CC Fe LT 
VD 72 Be GSE I BT FE I< Bal LCA LE UL 
が , 更に 基 後 加熱 賞 戦 など を 
及 calaverite の geological thermometer 
と じ し て の ie Ee > 討議 し 基 他 の テ 
DL WL BEY Fe 
nagyagite, krennerite, 
き て る ゃ も 詳 論 し , これ 等 の Byes CoM 
康成 生 温度 に 論 及 し, RIC CAL 
Hen > ANDO HG EMMA Y 。 
CN, J. Beil. Bd. A. 69. 460~475, 1939) 
Crp BF) 
4112, BBR RRO = > IIR I 


Borchert, H. 


FFU, hessite 


Z altaite, coloradoite, petzite, 


sylvanite “jc 


RET IW hKo 

DAK D Pie (LR SEBS GED 西南 約 3 
REICH 3 PREP Fe Ab PY ARIK BY, 
BRARIL AE heed CEP IC FEV, その 片 理 を 
SER LC Me Ye PH IC EIS S FIER I FRE 
れ , MF EL し て Weik= 7 + LHR V 
成り , Dake Ba 7 OL RTE BITE EN 
DRE BATES © BEARS PREM IC LC, H te 
i Mita A DORYS L, 母 岩 と PRE + 2 
SFL WWE te DF WRAL AP AR CPR DR 


| aye LC, 充分 明か な ら さ れ や と も 大 内 Se 
| AE % DID PRIK PD CRRMELE IK Ry 3K 


DIKE HI ® Ae S fee C AFAAY te S HE 


| eretS.oOL MiSs (ARMESH 


51, 275, 1A 10) CPR) 


4113, RSPB sm BO = 7 FILER 
Ahk 
Brig AB 22 = 7 re BAS US Sita LAS ST- 


i RS BIC VC, SRALHE DAL PY 40 HF 
SWS BY RAIS 7 PEK BAB 1 ag 
SHIRA NIC 介在 し , 基 成 層 面 に BAZ A 
(cll せる vy AARGRAR IC し て , Mak 
に 走向 し , 西 に ARS MAE 主として 
ne eee ta 
の 小粒 を 混 ~, FE ESRD AMIR IC 
CHA bS_ = 77 UIKITE 0.2 mm 
WF DUR = 7 TRO HE EL CH 
PER OED IC BE dey 品位 は 2~2.5 7% TeV 
ANDRE BOK KALE & B~ Bs IK 
ye FiCbrucite, we Be zi & RATE L, FABRIC 


(ese, KCI AS 0 CZEO 
一 基 性 岩 の 成 因 と 開 係 在 る も の の 如 し 。 


抄 28C48) vb 


Sk #8 100 


CH ABER S SE 51, 274~275, 14 10) 
CBF 

4114. BBASUBOZVIAAT VR 
と ょ と の 境 に ある WAIN MICS Vs 地 
TAK WCPO & SEEM EE 2 Sb 
Net Le Bw CMEC ACRE HEHE & 
WU, WHO 境界 附近 に 多 敷 の PRIM LE | 
Fc DRACULA) tS GHG ME ETT AT RII IC fg 
Ls FHC: RE Bt 2 IC BS LO | 
(EWS Fe i Hie DS LEHR te Yo AT UIE | 
(E> ZB wey L-CS ARN MEE Ti AIC, 
HORI, 黄銅 確 , HINT, PUMA, BET 
BUCO AR REAR Mo TEEN 
PIIRIS (CDK OA DRE APS: oe BAER | 
LOAM B BUR HBF CAAT 
wh 51, 275~276, 1810) CP) 


Bch ik 


4115» Atte wOBA White, D. 
EK AQO0IEGE RL eS ARE LL 
CES SBM OMA] ~ OAL BP IE & Sh 
fUS WY & FRAC IC し て , 著者 の 編 筆 の 一 部 
を な する も の な り 。 RHAARAIOBE | 
OB AER & 検討 し , 石油 の 生成 は 累進 
Fy RE fs FAC DG , HEEL AY) HE RL, 主 と 
L CAMA OFIVEYTIC KV, BE 
Vk li) AE IC ASRS B75 2B Fa TEE PB & BEC 
生 く ず と の 見 解 を 支持 し , 所 評 extinction 
zone 即ち 死線 CBE Ae TEAK FE 28 HE ICT 
液化 し 能 ざ る 相 う は , YH ICSE TED 3 Fie 
の 固定 炭素 量 61~6322 ICH Fe UC 
従前 の 自 謀 に 訂正 を 加 へ た り リ 。 な ほほ 失効 
WIE LE EE TS & RD BE ICH CHE | 
 & dts, (Bull. Am. Ass, Petrl., Geoi. 


19, 5,1955 589~617), [高橋 


4116. 石油 の 移動 鱗 質 Borton, D.C. 


著者 は 北米 テキ ャ サス え 州 スネ ピン ドル トウ ツ 


プア 消 田 の 原油 の 物理 性 の 検査 に ま よっ つて 芝 


ERIM eS 有する 四 型 に 分 ち , 之 に よ 
つて 深 庶 を 異 に する 各種 原油 の 移動 及び 
% ose OWN IK eH LE Yo BY PU 
の 5 ぅ ち B,C, D om =H ire <A, 
POP BHO 各層 位 に 属す る 原生 酒 
LRM DAL, 他 の BEL UBM L Kir S 
も の に 非 ず , ま た 人 A は その 著 層 へ ~ の 移動 
測 な る も 上 の 三 者 より 由来 せる も の に 非 
ず , 別に B,C 1c vk A Bh HE & BAH HE AT Lo 
BEI LS Fiyh OMA LH LA HK, FA 
ZK & Loc BARE & BR 2 FR Hin fee ad & HT 


| CW, ee Shek Ro 2 重力 的 分 


離 現象 も 刻 然 た る も の あり 一 般 に A. P 
L, 上 比重 は 深 さ と 共に 増し, 乾 溜 に 於 ける 
BS ELT tS le) RIC FE (I HV LS 
3s_ (Bull, Am, Assoc, Petr] Geol. 19, 


618~643, 1935) CFR 


Se RAD 


4117, MLA MOWR Prutton,C. P., 
Maron. S. H., Unger, E. D, 

著者 は Foote 及び Scholes pip se ay 4k 
物 の 研究 に fF BH ERE L-CAlg 
O3-H20 系 の 研究 を 行 ヘ リ 。 同 法 は 一 


「 定 の 温度 に 於 て 種々 成分 の 水 化物 と 接 山 


せる アル コ ュ コール BRO PERKY, WR 
HED AESAIME & Fn DEP @ WAY & 72 SAI 
Hee SES SEES Lo MET 1s = 
VALVUMLE SKBMLT ASH VAI 
MET 25°C OC RHR SHC bk arigs 


#8, 101 


a #29049) 


同 水 化物 に Al203.3 H20, Al203:2 5 


I¥gO, Al203.2 HeO0 及び 恐らく Aly 


O3151120 の 4 種 存在 し , 大 々 間 の 下 稀 
AE SOIR WEIS 12.1 mm, 8.3 mm 及び 5.6 


mm #%7E7- U our, Amer. Chem. Soc, | 
VF ° 


57, 407~413, 1935) GAD 


4118, Radex RELMREOKDE PH 
% = Budnikoff, P. P., Pines, B. J. 


FEE ABR RAC UE ARTE @ ti & Py AE VSL. 
C, その 耐火 度 は ゼー ゲ み を = FH HE EYE 


40~41 即ち 1920~1960°C pos Ox 


の Radex Aye 1 ORPRE 7 128 Wa OIC 
te PER, PAIR Ay af UC BE ARE Ay FEST 
及び X BUSTAFE ICAL FY HAR 
分 は MgO 83.54, SiO. 3.60 Al20s 407, 
Fes202 5.17, CaO 2.60 及び MnO 0.1924 に 
LC, HEH VU Radex (SAP BRR ATE Ae 
床 に 於 て 形成 きれ た る 物質 に 類似 せる も 
の な る を 知り た リ り fo) (Jour, Am, Ceram. 
18, 125~127, 1935) (KARI 
4119, KHEDA') VORMARVRRE 
陶土 と の 比較 Klinefelter, T. A 
Meyer, W. W. 

九 個 の 米 國 産 カカ オォ オリン に 就き 化 串 分 
析 , P. CLE, 離 粒 園 性 , 可 深 境 類 含量 
iff 4% 0.6 micron WF DHL © KERRY OA 
分 比 , PHT ic pst 3 Re pent, Boge pe 
BFL, UWE 1 に つき て 研究 せり 3 Aula 
の カオ ォ オォ リン 敬二 は 以前 に 研究 せら れ た る 


Soc. 
’ 


9, 


15 Fai D HE [ed rE Wig Lt TERE DHE | 


OPER HAIL, WA SHR BE, (PO 
加熱 (cone 7 以下) 後 の 強 さ , PRIM, HUB 
FED WiFi ER UZ FLAICIA CHV EV, 

SEED HH SEL BRA BO BO ABV, 


| 


IKK S% OR SZ, (Am, Ceram. Soc., 
18, 163~169, 1935) C47) 
4120, New Jersey 誕 Middlesex 
County BML 3 BRMMOD A 
Ifawkins, A, C. 
PERL > SIC WST S APR OB 1% A 
+ Het i WIS 探 集 し , AE LC EAT A BE 
究 を 行 ひ た リ 。 ES RR@ dt し 。 
DH. 2 ab BE EYL < OHLOK & 


を 
| 詳細 に 研究 Ly 基 選 位 的 活 び に 地方 箇 分 


Wi IVE LEV. 

2) AY Y ROTI @ fll 2 HY 
を 決定 せり リ 。 

BF A VEN EIA RO Melts TOBE IS 
BOL C VL AES Fea VI NE OS SF YY BARE 
Lie HLLYE EC HW te U LRG Let > Bad ER 
を 切ら か に する を 得 た リ 。 

4 の 有機 炭素 の 全 倫 量 も 重 太 物 の 場合 と 
同機 に 研究 せり 。 

5) Ae il cms 2 J 5 Vy oP Ata BA GR eS E 
IC BANK Ee ae Uo WY EE yA © US A 
PHF ICFEZE LP Ik Uo 現在 の 分 布 
KBVESLOR DAS (Am, Min,, 20, 
3342353, 1985) 4714) 


| 4121, AERNAKOAEBAAE 


Chesters, J. H., Parmelee, C, W. 
HEIL OMB BS MME MEW EIS 
り MgO と Al20g 或 は Cr20s5 と の 混合 物 
に の 厄 酸 を 添加 し え ピ ネル の 生成 速 
FE BR LIC HE a LC EME Bate 
I. 200°C. 低下 を 見 た り 。2MgO: AlgOg 
CrvOsOWhG 2 3 3 RAVE ICA TC 
VE JQ MEN NE IL 2 WP OTs Fe EY — he EE 
度 に 於 て 始ま り , PO REIRE  — Fa BIC 


904% 
2% 


抄 30650) yy 


al ah 102 


行 は れん た リ 。 生成 物 は 線 色 MgO-Chro- 

mite と 紅色 spinel ょ り 成 る 。 次 に クロ ョ ロム 
Pf D We eM % WAS Sew MgO を 
加 へ た る に , そ の 一 部 は LAE Hr & HE 
ぜ LY 20:80 混合 物 に 於 て 好 結 果 を 得 
た り 。 猫 電 燈 藩士 102 を 使用 する 時 は 移 


WHE &SL% 0, (Jour. Am, Ceram. Soc-, | 


18, 94~100. 1935) CF AD 
4122, RARBG EeCHRER 
eer, My: 

NaAlSiOg 及び NasgCaSiO4 “yt pRFE 
LASHES Ws HA EAB HY 1 I 
Sit? の 一 部 を ALB Tay (gs Ca2™ jc CE 
PE LZ aS 1 OBE KB tof EAT ~ ( 
MIEN Ae Nak 44 yas: 
ずる も の と せり 。NaAlSiO4』 CP Clu B 
隙 の 生 分 を Na 示 充 す を 以 て cristobalite 
tridymite に 訪 営 せる Carnegeite う neph- 
elite MEA ATES 4 LX, NasgCaSiO4 は 
ATZER FE X 4 Le DARA RAST, 
cristobalite Mite), 2 ¢ Bit PFO kM 
A 8 JOH D Fé HEB HE IC 0 PARE hh を 
IEF (, FEL TER D& & [BI YAP crt - 
stobalite 型 を 探 ら ざる べから ず 。 著者 は 


Sh SURE & VY ARR MC PEGE ICHAT UL} FE | 


M2 OIC BES S MRS & PRY) LEV, 
(Z. Krist., 90, 186~192, 1935) (44 Ac) 
4123, Naz, O-Al2O03-SiO» 容子 の 成分 
と 物理 的 性 質 Faick.C. A., Young,:C, 

Alz20 3 1~1026, Nas20 19~45% 及び 
SiO2 50~78 2 DAI RF OBME FX ILS 
Na20-Al,03-SiOg Af 44 種 に 就き 属 
PAROS eM 29 BIC Hh & SIE 


Buer- 


| WMERLIBERD TO TRA & 7 2 § 
| 置換 する も, HL SiO2 : NagO の 比 が 


12E8 8:1 及び 186 の 玉 
TAS 比重 及び AUN IC Kite る 影響 な 
き を 知れ も り 。 又 4002C RE OIF HEE NAR 
性 に 謀 す る 影 絡 は SIO, OF L MBF te 
り 。 (Glass Ind, 16?81~83, 1985) 049 4c) 


石 


4120, 泥 骨 の 熱 分 解 I) Ivanov, B. 1. 

泥炭 を 合理 的 に 利用 する 日 的 より 之 の 
Sh 5} fe を 研究 せる も の に LC, Bla] Schu- 
valovo 産 の 泥炭 た に LT, 水分 2.06, 灰分 
1.48, C57.97, H 6.06, N1.03, 035.04, S 
0.27 % & URSB の % 1 FED IRIAN FIC AR: 
時 約 LOC の 加熱 速度 を 以 て 5009C Fz Ht 
し ,259C 毎 : た に 生じ た る が ガス, 水分 >, タ ー ル 昌 
及び デス 組成 us ター を 中 の Ns, 楓 上 酸 , 7 
ェ ノ ー ル 分 を 定量 し て 分 解 氷 分 19.46, x 
— 1 15.90, 2 % 18.044B BK 46.60% te 
る こと と を 知り た リリ 。 uel, 14, 43, 1935) 
(大 森 〕 


Ls 
ik 


BRAUER 
PERE RS AT URW ae TM Sh Ine 
Be LCT Jj 22 日 東京 朝日 新聞 所 載 に 
ょ れ ば 北洋 漁業 根 揮 地 喝 逢 詞 柏原 海 硫黄 


| 山 は 由 來 多少 の WEES 見 た る が , HB 


め ょ り 衣 然 活動 を 開始 し 敷 時 間 5 き に 爆 
# し , 十 九 日 頃 よ りす 時 き 鳴 動 を 件 ひ , 三 士 
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